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　学園祭は楽しい。

　一巻と同じオープニングであるが、まぁ気にしない。

　そんなわけで、教師である園その川かわさよりも学園祭は楽しみにしていた。就任一年目。教師にとっても最大のイベントである修学旅行を無難に（？）こなし、自信もついてきたあたり。デスクでミニテストの結果をまとめながらも、鼻歌がまじる。

　ところで園川さよりは美少年である。色が白くて線が細く、髪かみの毛も首がわずかに揺ゆれるたびに、さらさらとそよぐ。中性的な雰ふん囲い気きで、スーツを着ていなければこの学校の生徒と間ま違ちがえられてもおかしくない。

　そう、先生とはいうが、さよりは若い。

　いや、若すぎる。

　年ねん齢れいはまだ十代。

　海外のタンジールという都市の大学を飛び級で出て、この女子校『聖バロウズ学園』の教師になったのだ。

　要するに彼は天才なのである。

「ごきげんですな」

　さよりの肩かたを、ぽん、と叩たたいたのは初老の紳しん士し。この学園の教頭である。

「はい。ようやく仕事にも慣れてきましたし、学園祭では有あり藤とう君も騒そう動どうを起こさないそうですから」

　さよりは微笑ほほえんで言った。うんうん、と教頭も満足げにうなずく。

「そうです。有藤君が騒動を起こさないのは、学園祭のこの日だけだと言われています」

「それはありがたい話です。ああ、学園祭前のこの日々が永遠に続いたらいいのに」

「それは言ってはいけない言葉ですぞ。夢の世界に閉じこめられてしまう」

「あははははは」

「ははは」

　さよりと教頭は笑いあった。

　のどかな秋の日である。

　ここで話題になっているのは、有藤かじか。この学園の女生徒である。

　長い髪と美しい顔立ちの美少女だが、性格はイタリアンマフィアのドンとテロリストの指導者とライトノベル編集者を足して三をかけたようなもので、なんだかわからないだろうが、要するに唯ゆい我が独どく尊そんで過激。おまけに黙だまっていればちょっときつい顔立ちというだけなのに、口を悪あく魔ま超ちよう人じんのように開いて「カカカ！」と笑う癖くせがある。

「カカカカカカカカカカカカカカカカカカカ！」

　そう言っているそばから笑い声が職員室に響ひびき渡わたった。

　かじか出現のサインである。

「うわ、きた!?」

　教頭は天てん井じようを見上げた。以前、かじかはそこに忍にん者じやかキルビルのユマ・サーマンのごとくにぴったりと貼はりついていたことがある。

　しかし、かじかはそこにはいなかった。

「さよりちゃーん！」

　嬌きよう声せいとともにかじかが飛び出してきたその場所こそは、さよりの机の引き出しだった。いつのまにやら四次元の通路を掘ほっていたものらしい。

「時空を超こえてやってきたよ、さよりちゃん！」

　かじかはびっくり箱から飛び出してきたバネ仕じ掛かけの人形よろしくさよりに飛びつこうとする。

　が、かじかがさよりに抱だきつかんとしたその時、かじかの足がさよりの椅い子すを誤あやまって踏ふみつけてしまっていた。かじかは転ぶことはなくバランスを保つが、椅子はその衝しよう撃げきで脇わきにコロコロと転がっていく。天井を見上げていた教頭のもとに。

「のわ！」

　教頭は膝ひざの後ろを椅子のシートに押おされ、ひざかっくん状態に。

　後ろに倒たおれた教頭の後頭部が、まさに突とつ進しん中のかじかの顔先に割り込んでくる。

　ごつっ。

　鈍にぶい音が響いて、教頭とかじかの身体がばったりと床ゆかに倒れる。

「ずっと同じようなことをしていないで、失敗に学んで欲しいんだけど、ドラ○もん……」

　さよりは、呆あきれて倒れたかじかを見る。

　かじかは、しゅ、と素早く立ち上がった。

「誰がドラ○もんだ！　失敗に学ぶことなど何もない！　そんなことをしていては萎い縮しゆくしてやることがなくなってしまうぞ！　成功するまで繰くり返せばそれが正しい手段になる！」

　カカカ、と笑いながらかじかは断言した。

「その言葉も一面は正しいけど、あきらめることとのバランスは大事だよ……」

　さよりがぼやくと、かじかは即そく座ざに答える。

「バランスなどいらん！　いかにして勝利するかのみ考えればいいのだ！」

「それもどうかと……それより、文化祭の間はおとなしくしていると聞いたんだけど……」

「そうそう、文化祭の準備で忙いそがしくてなかなか会えなかったから、さよりちゃんが寂さびしがってるんじゃないかなぁ、と思って」

「寂しがってないって」

「またまたぁ」

「他人の話はよく聞こうな」

「場合によりますかねぇ」

「場合によっちゃ駄だ目めなんだよ」

「私が決めた時が〝その場合〟なのだから、問題ない」

　かじかは腰こしに手を当てて笑った。

　さよりが呆れていると、いきなり職員室の扉とびらが開いた。

「部長！　やっぱりここにいましたのね！」

　入ってきたのは、高たか沢ざわすずみ。こちらもかじかには及およばないまでも中々の美少女だが、レンズの厚いメガネと手入れの悪い髪かみがそれをややかげらせている。だが、そのメガネも制服も、どこからどうみてもオーダーメイドの高級品。金持ちだが服装には頓とん着ちやくしないという珍めずらしいタイプだ。

　かじかとは同じ水泳部で、かじかに対たい抗こうできるのは彼女くらいということでいつも問題児のかじかを監かん視しする役目をやらされている。

「ここにいたが悪いか！」

「悪いというか、あなたがいないと仕事がはじまりませんのよ！　大体、人を呼んでおいてすっぽかしたら駄目でしょうに」

「指示なしでやっておくくらいの甲か斐い性しようが欲しいものだが……じゃあ、ごめんねさよりちゃん、そういうわけだから」

　かじかはさよりに向かって詫わびる。

「いや、ごめんねって言わなくても」

「もう、奥おくゆかしいんだから、さよりちゃんは。私がいなくても悲しまないでね。さよりちゃんのためにいっぱいお金を稼かせいでくるから」

「悲しまないってば」

　さよりは言って、ぼんやりしたような顔になったが、かじかが出て行ってから、ふと、ある事実に気づいて、いまだに倒れている教頭に目を向けた。

「あれ？　今、お金を稼いでくるって？」

　と、教頭は、ぬるりと立ち上がり、大きくうなずく。

「ええ。彼女が学園祭の時におとなしいのは、学園祭で大金を稼ぐからなのです！」

　教頭はきっぱりと言った。

「大金？」

「学園祭は模も擬ぎ店てんが華はなですが、彼女のプロデュースするそれは抜ばつ群ぐんの集客率と収益性を誇ほこるのです。そのため彼女はこの期間のみ騒そう動どうを起こさないのです」

「そんな事情があったんですか……」

「そうです。通常、学園祭の収益は学園の供きよう託たく金になりますが、彼女の場合、それが莫ばく大だいなものになるため、学園側も学園祭だけは彼女の好きにさせているのです。はっきり言って彼女こそが学園祭のクイーン！」

「クイーン！」

　さよりは驚おどろく。が……。

「いや、別に驚いても無意味でしたね。ともかく、学園祭の間は平和なわけで……」

「そうです。黙だまっていれば学園にお金も入りますし」

「えらく不健全ですね」

「そうですなぁ。しかし、黙っていればお金が入るわけですからねぇ」

「俗ぞく物ぶつを自じ慢まんされても困るのですが」

「いやぁ、この年ねん齢れいになると、俗物でないと困るくらいで」

「それじゃあしょうがないですね」

「ええ、しょうがないんです。あはははっはは………」

「はは……」

　教頭とさよりは顔を見合わせて笑いあった。

　のどかな秋の日のことである。
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　さて、そんな〝有藤かじかの日〟に異を唱える者がいないでもなかった。

「とーんでもない！　とーんでもない事態なのよ、これは！」

　どん。

　机を叩たたいて熱弁しているのは、ヘアバンドで髪を持ち上げておでこをさらした美少女である。叫さけぶとおでこがきらりと輝かがやく。

　ここは生徒会室。

　そしておでこの彼女こそ生徒会長。

「レシートがないのをいいことに、収入の大半がどこかに消えているの！」

　どん。

　再び机を叩く生徒会長。

　再びおでこがきらり。

　ちなみにおでこがここまで輝くのはお約束であって、決して彼女が脂あぶら性しようというわけではない。先ほども申し上げたが、やはり美少女の範はん疇ちゆうに入る顔である（脂性の美少女がいないとは言わないが）。きつめの印象がある顔立ちをしている。おなじきつめ、ではあるが、かじかとは違ちがいやや神しん経けい質しつなところがある。

「しかし、会長」

　発言したのは副会長。この部屋には他に書記と会計がいるが、どれも地味な顔立ちなので、特に描びよう写しやする必要もない。名前もあるのだが、特に記き憶おくしておく必要もない。

　副会長が阿井かえで。

　書記が梶間ゆり。

　会計が君波さくら。

　なのだが、記き載さいしておく必要もないといいながら舌の根も乾かわかぬうちに書いてしまうのは良くないと反省したので、これらの名前は以降何があろうと一切出てこない。

「なに、副会長？」

「名前で呼んでください、会長」

「副会長。あなたも会長とあたしのことを呼ぶでしょ？」

「そうですが」

「だから嫌いや」

「わかりました。ところで会長？」

「なに、副会長？」

「収入の大半は学園に入っているはずです。また各サークルや同好会の稼かせいだお金は、各自の部費に補ほ填てんしてよいことになっています」

「校則ではそうね」

「それなら問題はないのでは？」

「問題はありありよ！」

　どん。

　きらり。

「会長？」

「なに、副会長？」

「でこを光らせないでください」

「好きで光らせてるんじゃないのよ！」

　どん。

　ぎらり。

「好きで光らせているとしか……」

「そうじゃないの！　窓から夕日が差さし込んでいるでしょう？　そこの角度にちょうどおでこが当たるわけよ！　だから、決してでこキャラを印象づけてベタベタでパクリとしか思えないようなギャグをやろうとかなんて思ってないわけ！　むしろでこキャラで生徒会長だなんてベタベタでもう食傷したみたいなキャラはあたしは嫌なの！　だから眼鏡だってかけてないじゃない！　あたしは目が悪いのよ！　だけど眼鏡じゃなくてコンタクトにしたの！　おでこだって出したくないの！　肌はだが弱くて髪かみが貼はりついてしまうから仕方ないからそうしているの！　あたしだってもう嫌なのよ、でこを光らせる生活なんて！　うわぁああああああん！」

　生徒会長が机に突つっ伏ぷす。

「会長、私が悪かったです。泣かないで」

「いいのよ！　そんな気を遣つかわなくても！　どうせあたしはでこよ！」

「でこが好きな男性は多いですよ？」

「そ、そうかしら……」

　速効で立ち直る会長である。

「そうですよ、でこにキスをする選せん択たく肢しが出るギャルゲーもあるんです！」

「ぎゃ、ぎゃるげーはよくわからないけれど、そ、そうなのね」

　会長は元気になり、輝かがやく瞳ひとみとでこで天てん井じようを見上げた。

　副会長は、やれやれと汗あせをぬぐう。

　そんな副会長の苦労も知らず、会長は再び机を叩たたくと叫さけんだ。

「問題はあるのよ！　有藤かじかは学校を私物化しています！」

「それはまぁそうですが、利益はあがっているわけですし、違い反はんもしていません。どちらかといえば、彼女の異常な才能のせいで……」

「そこよ！」

「どこです？」

「だから、そこよ！　彼女の異常な才能が問題なのよ！　彼女はそれを笠かさに着て好き放題やってるじゃない！」

「しかし、その好き放題を大半の学生は認めていますし、何より、彼女には、どこか憎にくめないところがあって……」

　副会長は口ごもる。

　かじかは天才である。しかも、カリスマの天才。知らず知らずのうちに周囲は彼女を畏い怖ふしてしまう。だからこそかじかは学校でも不思議と憎まれない存在であるわけだ。

　しかし、会長にはそのカリスマも通じなかった。

　なぜなら会長はひがみっぽく、自分が一番でなければ気が済まないからである。つまり、ねたみ、そねみ、ひがみの天才なのである。もっとも誰もそんなことを指し摘てきしないし、役にも立たないので、本人すら自身が天才であるということに気づいてはいないが。

「それが嫌なのよ！　なんで彼女が人気者なの！　あたしが、このあたしが生徒会長なのに！　あたしが学園祭を運営しているのよ！　それなのに、学園祭の中心があの女だなんて、これは断じて許せないのよ！」

　会長はわめく。

「……要するに私し怨えんですか」

「私怨よ！　悪いの？」

「開き直られると何も言えません」

「ならいいのよ」

　良くはないが、とにもかくにも会長は生徒会の面々を納得させた。

「それで、会長、何をするつもりなんです？　校則違反でもないし、生徒や教師の支持も有藤さんにあるわけですが……」

　副会長が聞くと、会長はうなずいた。

「うん、それについてはもう考えてあるのよ」

「え？　その秘策とは？」

「学園祭で勝負するのよ！」

「勝負といいますと？」

「これまで伝統的に生徒会は模も擬ぎ店てんに出店してこなかったけど、今年は出店して、プロデュースも行うのよ！　それで水泳部に宣戦布告を行います！」

「え……？」

　無理だ、と文字が顔に書いてあるかのような表情で副会長は絶句した。

　しかし、会長はその反応は予測していたようで、ふふふ、と不敵に笑った。

「大だい丈じよう夫ぶ、有藤かじかの弱点はわかっているし、生徒会の権限を利用したありとあらゆる妨ぼう害がいを用意しているもの！」

　会長は言い切った。

「そ、そうですか……」

　副会長は何も言い返せなかった。

　それを会長は感服したものと受け取った。

　しかし、副会長は心中、こんなことを考えていたわけである。

（ち、小さい……！　なんという人間の小ささか……！）

　ねたみそねみひがみの天才こと生徒会長。その名こそ、玄げん岡おかあざみ。

　いよいよ彼女が動き出す。

　誰も期待していないにもかかわらず。
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「あー、そこは建設会社に任せればいいから。あ、それでそっちは机に布をかけるだけでいいんじゃない。メイド喫きつ茶さの衣装があがってきた？　スカートをもっと短くさせて。そうそう、どうせ風ふう俗ぞくぎりぎりなんだから学園祭なんてさ。カカカ」

　学園祭準備で忙いそがしいかじかである。教室を巡めぐりながら、自らがプロデュースする模擬店への指示を出していく。

　この指示こそが学園祭で莫ばく大だいな利益をあげるためのキモであった。かじかの伝つ手てで一流デザイナーやイベント会社を巻まき込んで模擬店を作成しているのである。一流ブランドのアウトレットや、有名シェフの特別料理などが居並ぶアーケードを準備期間だけで作成してのけるのだ。地元への広報もカンペキで、かじかがイベントに手をつけた中学時代から、この学園祭のリピーターは数多い。

「有藤さん、こっちもよろしく！」

「んー、もう少しで行く」

「寿す司しネタの築地直送は当日の朝でいいんだっけ？」

「当日だけど、電話は入れておいて。ネタは当日で変わるから」

「待ちなさい有藤さん」

「うるさい。それが人にモノを頼たのむ態度か」

「食品衛生の管理証はどこだっけ？」

「図書室に積んである。講習を受けた責任者が学生証を持って取りに行け」

「待ちなさい有藤さん」

「うるさいと言ってるだろ！」

　ここではじめて振ふり返ったかじかは、廊ろう下かの中央で仁王立ちしていたあざみと対たい峙じすることになった。

「有藤さん、ちょっといい？」

　あざみはでこを光らせ、不敵にほほえんだ。二人の視線は交こう錯さくし、間に凄すさまじい火花が散りはじめ……なかった。

「誰だお前？　ってゆーか、誰、このでこ？」

　かじかは周囲の生徒に聞いた。

「生徒会長です！」

　あざみは叫さけぶ。

　しかし、かじかは頭をかくばかりだ。

「そうだったっけ？」

「なによ、その態度は！　きーっ！　あんた、喧けん嘩か売ってるの？」

「ホントに知らなかったんだ。それより、そっちが喧嘩売ってるようにしか見えんが」

「そうよ、売ってるのよ！　生徒会はこれ以上、あなたによる学園祭の私物化は許しません！」

　びしっ、とあざみはかじかを指さした。

　しかし、突とつ然ぜんのことに、かじかとしても反応に困ってしまう。
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「……許さないならどうするか言ってくれ。それから対処を考える」

「きーっ！　またその態度！　ますます許せない！」

　あざみは地じ団だん駄だを踏ふむ。

　さすがに傍ぼう観かんしている廊下の生徒たちも呆あきれてきた。

「なにか一人で空回りをしている人がいるような……」

「こ、この生徒会長……もしかして人間の器が小さいのでは……」

　普ふ通つうの相手なら喜んで喧嘩を買うであろうかじかも相手をしきれずにその場を立ち去ろうとする。

　が、もちろんそれを許すあざみではない。

「待った！　生徒会はここに宣言します！　生徒会がプロデュースする模も擬ぎ店てんが売上金であなたのプロデュースする店を抜ぬくことを！」

「はぁ？」

　かじかは眉まゆをひそめた。

「それに何の意味が？」

「意味はあるのよ！　学園祭が生徒会のものだとはっきりさせるって！」

「……いや、別に私はそれでいいぞ。学園祭は生徒たち……すなわち生徒会のものだろうし、私もこの学園の生徒である以上、生徒会に入っていることになっている」

　かじかが至極当然のことを言った。

　あざみは茹ゆでたタコかイカみたいに身体を、ぐにょん、と反り返らせて、叫びにならない叫びをあげた。無理矢理に文字にするとこうなる。

「くぅふぅはぁうぉうわぁ～！」

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか、でこ？」

　心配げにのぞき込むかじかだが、あざみはものすごい勢いで身体を直立に、しゅるり、と戻もどす。

「でこじゃない！　でこじゃない！　でこと呼ぶな！　きーっ、もう許さない！　これは生徒会と水泳部の戦争よ！　やってやる。やってやるって！　この糞くそ馬ば鹿か野や郎ろう！　あんた死ね！　死んじゃえ！　あんたが死んだらあたしが墓に納豆ぶっかけてやる！」

　いきなりあざみはまくし立てた。そして、乱れた髪かみを後ろになでつけると、再びかじかを指さした。

「いい？　負けた方が学園を出て行くんだからね！」

　まことに勝手な宣言であるが、こうまで言われてノらないかじかではない。にやり、と口をゆがめると、例の笑い声をあげはじめた。

「カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ！」

　かじかはあざみに歩み寄り、正面から彼女を見み据すえた。

「面白い！　受けた！　学園祭での売り上げ勝負だな！」

「そうよ。水泳部との全面戦争よ！　生徒会の力、見せてやるんだから！」

　あざみも一歩も退かない。こういうやけっぱちになった時、最も強いのは人間が小さい者であるという証明であった。

「ならばお互たがいに監かん査さ役を立てて、入金を管理しようじゃないか。教師がいいな、中立だろうから」

「それでいいわ」

　二人はうなずきあった。

　こうして、うやむやというか私し怨えんからこの『聖バロウズ学園』最大の抗こう争そうがはじまったわけなのである。
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　水泳部の部室はクラブハウスの一番端はしにあり、部室それ自体は他の倶ク楽ラ部ブのものと変わらないのだが、その内装と設備は他とは大きく異なる。乾かん燥そう室や洗せん濯たく機きなど強きよう豪ごう水泳部にしかないような設備はもちろん、テレビ、ＰＣモニター、無線機などおよそ必要ないような機材まで備え付けてある。

　かじかは派手好きではあるが、無む駄だな華か美びさは嫌きらっているという女性には珍めずらしいタイプで、自由に出来る膨ぼう大だいな金を装そう飾しよくでなく機材につぎ込んでいる。もっともその機材は学園で使用するものとしては少々異常なレベルのそれであり、具体的には、この水泳部部室は有事には米国の軍事中ちゆう枢すうペンタゴンと同じ機能を持つことが出来るのだ。

「そういうわけで、喧けん嘩かを売られたからには徹てつ底てい的てきにやるぞ！」

　かじかは部室の机に置かれたモニターを見ながら、居並ぶ部員たちに声をかけた。

　高たか沢ざわすずみ、初はつ芝しばこち、愛あい甲こうしいら、荘そうめだか。

　それが部員たちの名だ。前巻を読んでくれている人以外には、いきなり憶おぼえてもらうのも無理であろうから、後々出てくる際に印象を持ってもらえればそれはそれでいい。

　で、今、かじかが眺ながめているモニターには、生徒会室の様子が映し出されている。

「それ、生徒会室ですわね」

　かじかの抑おさえ役ことすずみが口を開く。

「そうだ」

「どうしてここに映ってるんですの？」

「盗とう撮さつだ！」

　自信満々にかじか。

「……そのくらいはしてますわよね、あなたなら」

「まぁ奴やつらの作戦は筒つつ抜ぬけなわけだ。カカカカカカカカ！」

「ああ、もう、相手にならないのに喧嘩を売ってくるなんて、会長もおばかさんですわ」

　どちらかといえば生徒会を哀あわれむすずみである。

「カカカ。さて奴らどういう作戦で来るか……」

　わくわく顔でのぞき込んだかじかだったが、モニター脇わきのスピーカーから流れてくる声にすぐに表情を変えた。

《会長、それで有あり藤とうさんの弱点とは何なんですか？》

《ふふふ。その弱点というのは、教師の園その川かわさよりよ！》

《えぇ！》

《彼女の弱点はそこにあり！　そこを突つけば彼女とてへろへろのよれよれよ！》

「うおーっ!!」

　かじかは逆上してモニターにパンチを打うち込んだ。

　ガチャッ、と一発でモニターは砕くだけたが、かじかの拳こぶしは無傷のままだ。

「負けんぞ…………絶対にキサマらなどに負けるものか…!!」

　かじかは拳を握にぎって力強く宣言した。

「なんでモニターにパンチを……」

　すずみが呆あきれるが、かじかは聞いていない。

「さよりちゃんを狙ねらうなんてゆるせない！」

「あー、もう、情報が手に入らなくなってしまいましたわ」

　すずみはぼやく。

　確かにその通りで、さすがにかじかもそれに気づくと、カカカと笑って誤ご魔ま化かす。

「いや、まぁ、なんとかなるなる。カカカ」

「確かになんとかなるとは思いますけれども……さよりちゃんのことは心配ですわねぇ」

　すずみは腕うでを組んで思案顔になった。

　ちなみに、生徒会長のあざみたちの会話は以下のように続いていた。

《それはすごいですね、会長！　それで、園川さよりをどうするのです？》

《え……？》

《まさか、考えていなかったとか……？》

《は、ははは……》

《な、なんといういきあたりばったりか！》

《か、考えてたもん！　ぐ、具体的には園川先生に会って……》

《会って？》

《お、お願いする……》

《はぁ……》

　つまり、すずみの心配は実は杞き憂ゆうであったのだが、それを水泳部員たちは知るよしもないのであった。
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　翌日の放課後。つまり学園祭の前日。

「とにかく、さよりちゃんを守って、それで学園祭の準備も進める」

　かじかは、愛甲しいらを前にして指示を出している。

　しいらは水泳部員の一員。長身で均整のとれた身体にボーイッシュな髪かみ型がたとスポーティな外見をしているのだが、問題は彼女がいつも抱かかえている一いつ升しよう瓶びんである。中には透とう明めいな〝スポーツドリンク〟が入っており、いつもそこからぐびぐびとやっている。おまけに顔はいつもにこやかな赤ら顔。スポーツドリンクでどう酔よえるのかはわからないが、その行動も酔っぱらいのそれである。

「しいらは準備の仕事がないから、とにかくさよりちゃんにぴったりとくっついていてくれ。わかった？」

　そんなかじかの指示を聞いたしいらは、にこにことしながら、ただうなずく。

「相変わらずわかったんだかわからないんだかわからないが、とにかく頼たのんだ」

　かじかは言うと、生徒が呼ぶのに応じてそちらに走っていく。

　しいらは景気づけだか何だかわからないが、くー、と一升瓶をあおると職員室に向かっていった。

「園川先生は？」

　職員室の扉とびらを開けると、しいらは戸口近くの教師にぽつりと聞いた。その先生からさよりは化学準備室にいると聞くと、うなずいてひょこひょこと歩いていくしいらである。

　化学準備室の扉を開けると、はたしてさよりはそこにいた。小さな身体を伸のばして高い棚たなに薬品をしまっている。

　しいらは、さよりの後ろから近づくと、さよりの手をとって薬品を棚に置いてやる。大おお柄がらなしいらの手助けに気づいたさよりは、あ、と驚おどろきながらも、「ありがとう」と頭を下げた。

「愛甲君、何か用が……？」

　言いかけたさよりだったが、その言葉が詰つまる。

「にゅーん」

　しいらがいきなりさよりに抱だきついたのである。

「うわ、ちょ、ちょっと！」

　さよりはじたばたするが、しいらはさよりを抱き上げてしまう。

「にゅーんにゅーん」

「こ、こら、どうしたんだ。有藤君じゃあるまいに！」

　しかし、しいらは赤ら顔のまま何も答えず、ただその頬ほおをさよりにすりつける。

「にゅーんにゅーんにゅーん」

　すりすり、とやるしいらの吐と息いきがさよりにかかり、さよりはくすぐったがる。

「ひゃ！　わ！　わ！」

「にゅーん」

　くすぐったがるさよりが面白いのか、しいらはニコニコしはじめ、ますます頬をこすりつけはじめた。

「ちょ、だから、やめなさいって……なんでいきなりそんなことを……」

「ぴったりくっついていろって言われた」

　ぼそり、としいら。

　察しの良いさよりであるから、しいらが誰から何を言われたかはすぐにわかった。

「そういう意味じゃないと思うよ」

「……そう？」

「そうだってば。それに、言われたとおりにくっつくのって嫌いやじゃないかい？」

　しいらは少し考え込むように間を置いたが、やがて、

「気持ちいい。ふかふかして」

　と、言うと、さらに頬をこすりつけ、さらにはさよりの髪かみをぐりぐりとしはじめた。

「うわ、こら、こら！　離はなれなさい！　こんなところを他の生徒に見られたら……」

　さよりが言うと、即そく座ざに反応があった。もっともしいらではなく、戸口の外側から。

「み、見たわ！　不純異性交遊！　これは問題だわ！　問題だわ！　教育委員会に知られたら大変だわ！」
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　騒さわぎ立てたのは、もちろんあざみである。さよりを訪ねて化学準備室までやってきて、しいらたちのそれを目もく撃げきしたのだった。

「知られたくなかったら、生徒会と水泳部の対決、判定員として参加し、生徒会に有利なスコアをつけてちょうだい！　具体的には、入金を誤ご魔ま化かしてちょうだい！」

　単刀直入なあざみである。

　しかし、先読みの天才であるさよりにとって、実はこの場を見られたからとて大おお騒さわぎにはならない算段はあった。そもそも全校生徒の前でかじかにはくっつかれているわけで、元より大事にはならないわけである。そこに気づかないで、定番の騒ぎかたに加えて安い脅きよう迫はくを行うあざみに対し「学園の生徒だからあえて指し摘てきしないが、なんという人間の小ささか！」と内心驚くさよりだったりする。

「別にばらしてくれても大したことは起こらないと思うけど」

「誤魔化そうとしてもそうはいきません！　教師と生徒のセクハラ問題は今や日本の国際問題！　本当に訴うつたえられてもいいんですか？」

「いや、だから、別にいいよ。有藤君が騒ぐくらいだろうし」

「またまたぁ。怖こわいくせに」

「いや、怖くないから」

「本当に？」

「本当」

　きっぱりとさよりが断言すると、あざみは段々と威い勢せいが無くなってきた。でこの輝かがやきも鈍にぶってくる。そして、唐とう突とつに、ぶわっ、と泣き出した。

「うわぁああん！　おろろーん！　嘘うそだっ！　不純異性交遊をネタに脅迫されて怖がらない人間なんていないんだ！」

「な、なんと狭せまい人間認識！」

　さよりは思わずつぶやく。が、あざみは聞いちゃいない。

「おろろろーん！　おろろろーん！　本当は園川先生も怖いんだ！　だけど有藤に脅おどかされて怖くないようにさせられてるんだ！」

「いや、なんだその不思議な理り屈くつは……」

　さよりは悩なやむが、泣いている生徒会長の方が校内的には問題になりそうなので、放置しておくわけにもいかない。

「だ、だったら審しん判ぱん員には参加するから……」

　ぴたり、とあざみは泣きやむ。

「お、脅されてくれた！　やっぱり怖いんだ！」

「は、はいはい。ああ、怖い」

「やった！　じゃあ先生、よろしくお願いします！」

　あざみはすっきりとした顔で頭を下げるとその場を去る。

「先生、水泳部に不利な裁定をするの？」

　いきなり聞いたのは、しいらである。まださよりの背後にぴったりと貼はりついていた。

「さぁ……？　どっちにしろ有藤君は負けてもなんとかしそうだけどねぇ」

　ぼやくようにさよりが言うと、ぎゅ、としいらはさよりを抱だきしめた。

「わ！」

「負けるの嫌」

「わ！　わ！　こら、離れて！」

「負けるの嫌」

　さらに、ぎゅー、とやるしいらである。

　さよりは顔を赤くし、以前よりも激しくじたばたと暴れる。

「わ、く、苦しい！　だ、大だい丈じよう夫ぶ。金額勝負なんだから、僕一人で誤魔化せるものでもないし、生徒会に有利にすることまでは約束してないから。それに、ばらされたって問題ないって言ってるじゃないか」

　ふっ、としいらの腕うでがゆるむ。

「ならいいや」

　ほっとしたのか、しいらは顎あごをさよりの頭の上にのせて、ふぅ、と息をつく。

「こら、人の頭の上で休まない」

「にゅーん、にゅーん」

「だから、離はなれて」

「だって……」

「だって？」

「くっついていないとかじかに怒おこられるし、くっついていると会長にまた何か言われる」

「どうしていいのかわからないって？」

　うんうん、とさよりの頭の上でうなずくしいらである。顎がぐりぐりとさよりの頭に食くい込むが、さよりにとっては見なくてもしいらがうなずいたことがわかる。

「有藤君にはうまく言っておくから……それに、さっきも言ったけれど、くっついていろって、こういう意味じゃないし」

「そう？」

「そうなの」

「……じゃあ、離れるけど、会長の言ったこと、ホントに気にしてない？」

「気にしてないよ」

「よかった」

「わかったら、離れて」

「うん。気にしてたら責任とろうと思ってたけど」

「責任なんかとらなくていいから」

「うん」

　ふらふらとしいらはさよりから離れる。ちなみにショックを受けているのではなく、いつもこんな歩き方なのである。

「ところで、責任とるって、何をしようとしていたんだ？」

　さよりが聞くと、しいらは化学準備室から出て行きざまに、ちょっと振ふり返ってからこう言った。

「結けつ婚こんしようと思って」

　その顔が赤くなっていたのは、酔よっぱらっているからか照れているからなのかまったくわからなかった。




○




　あらかた準備が終わった学園祭前日の午後七時。生徒たちも帰りはじめたこの時間ではあるが、第一会議室にはかじかとあざみが籠こもって明日の対決のルールを詰つめているのだった。

「五対五で勝負よ。それぞれの店てん舗ぽで売り上げを競う」

「あ？　全体の売り上げじゃなかったのか？」

　かじかが顔をゆがめる。

　あざみは、びく、としたが、それでも胸を張って腕を組む。

「そ、そうよ。だってプロデュースする店舗数が同じにはならないでしょう？」

　と、震ふるえる声であざみ。

　一応は正論であるので、かじかとしても反論する気はない。それに元々負ける気など皆かい無むであるから、どんな不利な条件でもかじかは「面白い」と思うだけなのである。

「まぁ、いいや。で、五対五と。発表はどうする？　時間を区切って順番にやった方が面白くないか？」

「それでいいわ」

「じゃあ、時間を区切って、その時点までの入金で判断。後に行くほど金額が大きくなって展開も読みにくくなってくる。もっとも駄だ目めな店舗を最後に持ってきたならやる前から結果の見えるってなことになりかねないがね、カカカ！」

「問題ないわ」

「それじゃあ、その五店舗をリストアップして、判定員に提出する、と。判定員は教師だったな」

「そうよ。判定員には、園川先生をお願いしようかと思って」

　あざみは、心中ひそかにほくそ笑んで言った。

　しかし。

「いや、そりゃ駄目だろ。ウチに有利な裁定をするに決まってる。さよりちゃんは私のことを愛しちゃってるからな！　カカカ！」

「い、いや……あたしは、あえてその不利を引き受けてあげようと……」

「ああ、気にすんな、気にすんな！　中立的な教師を使うのが一番！」

　豪ごう快かいに笑うかじかである。

「ちょ……なんで敵なのに正々堂々とやるなんて変じゃない！」

　いきなりあざみは叫さけぶ。

「へ？」

「だって、あなたは敵なのに、なんで卑ひ怯きようなことをしないの？　敵は卑怯であるべきなのよ！」

　かなりせっぱ詰まった様子であざみはわめく。

　一方、さすがのかじかも目をぱちくりさせた。

「そりゃあ、そっちから見れば敵だろうが、こっちから見ればお前が敵だからな。卑怯なことをするとは限らんだろ？」

「違ちがう！　あなたが敵なの！　だってあたしは生徒会長だもの！」

「……そんな理由で権力者になりたがってたのか」

　おもわずつぶやくかじかである。

「だから、園川先生が判定員でないと困るの！」

「しかし、そりゃ水泳部が卑怯な印象になる。ともあれ、それは飲めない。それに、判定員は結構な人数が必要だろ？　最低でも十人いるわけだ。さよりちゃんがその中に入る必要はない」

「え？　十人？」

「そりゃそうだ。五対五なら、十店舗あるわけで」

「……ひ、ひぃ……」

　泣き出しそうになるあざみである。

　驚おどろくべきコトに、勝負をしかけておきながら、さよりを脅おどしておきながら、五対五を提案しておきながら、その先のことはまるで考えていなかったのである。

　計画性がないくせに陰いん謀ぼうだけはめぐらせるという素敵な思考回路をしているあざみであるが、このときも考えることは陰謀と行き当たりばったりなのであった。

「そ、それじゃあ……！」

「それじゃあ？」

「は、判定員は適当に十人を選出することにして、最後の一勝負を別のやり方にしない？」

「別の？」

「そう。最後に行われる学園祭クィーンコンテスト！」

「ああ、いいね」

　かじかもその提案にはうなずいた。

　要するに美人コンテストである。外部からやってくる男子生徒や、教師たちの投票により学園祭の女王を決めるのである。かじかは中等部の頃ころに二連れん覇ぱして以来、出場をしていない。今回、かじかが提案に乗ったのは、勝つ自信があるからだけではなかった。

「それにさよりちゃんを審しん査さ員として出すのには同意する」

　かじかは顔を上気させてにやついた。

　――これでさよりちゃんの愛を確かめることができる！

　もちろん、かじかがそう考えるであろうとあざみも思っていたわけではなかった。さよりを脅きよう迫はくした成果を最も出せると思っていただけなのである。目先のことしか考えないのが玄げん岡おかあざみなのだ。

　しかし、結果オーライ。

「そ、それじゃあ決まったわね！」

「よかろう！」

　かじかはいきなり、ずばっ、と何も書かれていない巻物を拡げる。

「巻物？」

「五対五といえば、巻物に名前を書くものと相場が決まってるんだ。カカカ」

「なんか間ま違ちがった知識としか思えませんわ」

「気にするな、気分だ、気分。カカカカカカカカカカカカカカカ！」

　そして二人は、巻物にそれぞれ模も擬ぎ店てんの名前を書いたのである。








　　　水泳部　　　　　　　生徒会




　　ホラーハウス　　　　お化け屋や敷しき

　　メイド喫きつ茶さ　　　　　喫茶店

　　ピロシキ屋台　　　　カレー屋台

　　ブティック　　　　　フリーマーケット

　　　　　学園祭クィーンコンテスト
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　そして学園祭当日がやってきた。

　かじかは余よ裕ゆうである。

　パンパンと撃うちあがる花火の音を聞きながら、カカカと高笑い。

「まぁ余裕であろう」

『聖バロウズ学園』の門はまだ閉ざされているが、その前には他校の生徒に近所の人々、それに遠方からわざわざやってきたかじかの知り合いたちであふれている。彼らは校舎の前に立っているかじかを見て、大半は歓かん声せいを上げ、残りの者は大きく手を振ふっている。

「き、危険です、会長！　やっぱり無理なものは無理です！」

　一方、危機感を募つのらせているのは生徒会である。生徒会室の窓から外を見ながら、副会長が叫さけんでいる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ、方法は考えてあるわ！」

　相変わらずのあざみである。もちろん、額、というかでこには汗あせが浮ういており、実は何も考えていないことがわかる。

「だ、駄だ目めだ、このでこ」

「でこじゃないって言ってるのに！」

「ど、どうでもいいです。勝算を教えてください！」

「や、やれることはやったわよ！　各サークルには生徒会に協力しない限り部費はないって脅おどしてあるし、生徒会系の模擬店に限り部費を補ほ填てんするとも言ってあるわ！」

「うっわー、薄うす汚ぎたない」

「何か言った？」

「薄汚い、と」

　馬ば鹿か正しよう直じきな副会長である。

「ふ、服が汚よごれていたかしら？」

　ぱたぱたと服を払はらうあざみ。

「そうじゃねぇって」

「ああ、もう！　そんなことどうだっていいのよ！　ああ、どうしよう、どうしよう！」

「どうしようもなにも、開門ですので、早く生徒会長挨あい拶さつを」

　副会長が促うながす。

　時刻は九時になろうとしていた。

　開かい催さいの時間である。

「ああ、そうね！」

　生徒会室脇わきの放送ブースにあざみは滑すべり込む。

《全校生徒の諸君、いよいよ私たちの日々の勉学の成果と成長を学外の皆みな様さまにご覧いただける年に一度の時がやってまいりました。正門外でお待ちの皆様、お待たせいたしました。ただいまより、聖バロウズ学園、学園祭の開幕です！》

　歓声と拍はく手しゆが響ひびき、ゆっくりと開いた門から人がなだれ込んでくる。

　副会長は放送ブースから出てきたあざみをしげしげと眺ながめた。

「どうして、この人はつまらない仕事だけはカンペキにこなすのだろう……」

　言われたあざみは、かっ、と目を見開いた。

「知らないわよ！　うまくできているのだから文句ないでしょ！」

「ごもっともで」




○




　さて、第一ラウンドは、水泳部が『ホラーハウス』で、生徒会が『お化け屋敷』である。

　学園祭では定番の出し物だが、金を取って見せるところはまずないのではないだろうか。大たい抵ていは子供だましというか、学生カップルが暗いところで身体をくっつけるために入るものであり、男子校の場合であれば、やってくる女生徒を脅おどかしてきゃーきゃー言わせ、あわよくば身体に触ふれようという邪よこしまな運営側までいるという始末である。

　しかし、かじかのプロデュースするそれは、その人脈を利用した金の取れるものであった。具体的には、有名霊れい能のう者しやによる心しん霊れいカウンセリングが付属しているのである。

「あなた若いのに苦労してきたでしょう？」

「え、わかりますか？」

「それは霊れい障しようよ！　あなたの先祖がフランス革命でギロチンで人をたくさん殺したから。だから肩かたが凝こるの」

「ええ！　そうだったんですか！　道理で肩と首が痛いと……！」

　そんな会話が学園祭開始当初から聞こえてくる。真っ先にここを目指してくるリピーターがいるのである。ある種の信者であるから、前記会話が少しおかしくともまったく問題はない。

　展示物は〝実際に起きた霊現象〟というもので、霊能者のもとに寄せられた相談をもとに、その様子を実際に再現したものである。教室の一角に普ふ通つうのアパートの一室があり、その押おし入れからだらりと女の上半身が垂れていたり、通路に作られたトンネルの中に血ち塗まみれの子供が立っていたりしている。その脇に解説の書かれたボードが立っているわけだ。どんなばかばかしいことでも、堂々と「実話だ」と言われてしまうと、話に目立った矛む盾じゆん点がない限り、やはりそれなりに怖こわいものである。

　そんなわけで、水泳部のホラーハウスと心霊相談はスタートダッシュを見事に決めたことになる。

　慌あわてたのは生徒会のお化け屋や敷しきである。

「き、危険だわ……」

　廊ろう下かの角からこっそりとホラーハウスの盛せい況きようをのぞき見ながら、あざみはでこに汗あせをにじませる。

「危険ですが、どうにも対処のしようがありません。こちらは古典的なお化け屋敷で、生徒が頑がん張ばって脅かしていますから」

「そ、そうね。時代を読み誤あやまったわ。今は霊能者のカウンセリング全盛時代だったものね」

「会長にはあらゆる意味でオーラがありませんからねぇ」

「と、とにかく、こうなっては相手の妨ぼう害がいをするしかないわ！」

「まぁご自由に」

「そ、そうだ！　あの霊能者は邪じや神しんに捧ささげるために生まれたての子こ猫ねこをすべて裏庭に投げて殺しているって噂うわさを流すのはどうかしら？」

「どこかの作家ですか！」

　と、副会長が突つっ込んだその時、冷たい風があざみと副会長の後ろを通り過ぎた。

　すー。

　いや、ひゅー、どろどろ、という擬ぎ音おんが似合いそうな風である。

　背筋をぞくり、とさせた二人はゆっくりと振ふり返る。

　そこに立っていたのは、血塗れの女だった。

「ぎゃー！」

　あざみは悲鳴をあげる。

　そう。立っていたのは水泳部の初はつ芝しばこち。身体が弱いくせに不死身という厄やつ介かいな体質の少女である。だらりと伸のばした髪かみを片眼の上にかぶせている姿は、まさに古典的な女幽ゆう霊れいといったところ。

　しかし、副会長は冷静に応じた。

「あ、水泳部の初芝さん……どうして血塗れに？」

「転んだから……。ところで、話は聞きました……妨害は……よくない……それに、子猫を殺すなんて……話をするだけでも……よくない」

　ぽつりぽつりとつぶやくこちである。

　その髪に隠かくれていない方の目が、ぐわっ、と見開かれた。血走ったグロい目があざみと副会長を睨にらみつける。

「ひっぃいいいいいいい！」

　これには副会長も悲鳴をあげた。

「に、逃にげるのよ！」

　あざみはばたばたと走り出す。

「じ、自分だけ逃げるなんて、なんて人間の小さ……」

「ウ・ラ・ミ・ハ・ラ・サ・デ・オ・ク・ベ・キ・カ！」

　こちは地上数センチを足を動かさずに滑すべっていくかのような独特の走法で逃げる二人を追った。そして、なんとかお化け屋敷前までたどり着いた二人だったが、その背中に、がしっ、とこちの指が食くい込む。

「ぎゃあああああああああああ！」

「いやぁああああああああああああああああああああ！　悪いのは坂東○砂子なのに！」

　激しい悲鳴が尾おを引いた。

　その瞬しゆん間かん、かなりの距きよ離りがあるというのに、ホラーハウスでカウンセリングをしていた霊れい能のう者しやこと『上ヨイ子』が「霊れい現象がいまそこで！」と叫さけんで気絶した。

　さらには近所のカラスが不ふ吉きつに鳴きわめき、ネズミが大量に逃げ出していった。近所の彫ちよう刻こく家は奇き怪かいなタコに似た〝何か〟の像を造った後に発はつ狂きようし、混線した電話からは「テケリ・リ！」という音声が流れ続けた。
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　そして、あざみと副会長は、なんと奇怪なことか！　絶ぜつ叫きようした恐おそろしい表情のまま、蝋ろう人にん形ぎようのように固まってしまったのである！

　そして、その現象を怒いかりだけで引き起こした化け物こと初芝こちは、満足したのか、滑るようにホラーハウスの方に向かっていった。

　……で。

「うわ、これ怖いなぁ」

　固まっているあざみと副会長を発見したのは会計と書記だった。

「どうする？」

「怖いっていえば、お化け屋敷に放ほうり込んでおくしかないでしょ」

「そうしよっか」

　なんとも淡たん泊ぱくな二人であるが、彼女らの活かつ躍やくが功を奏した。




「おい、ホントに怖こわいものが展示されてるのは生徒会のお化け屋や敷しきらしいぞ」

「聞いた聞いた。なんか生きた生徒会長が呪のろわれて凄すさまじい表情のまま固まってるって」

「なにそれ？　マジ怖くない？」

「おい、俺は見てきたぞ！　あれマジやばい！　背中震ふるえた！」

「えー、生きたまま固まってるって冗じよう談だんでしょ？」

「いや、マジだって、見て来いよ！　俺、もう一回入ってもいいくらいだから！」




　さて、客足が遠のいて驚おどろいたのはかじかである。

「ど、どうしたんだ？」

「いや、生徒会の方が盛せい況きようなんです……」

　報告してきたのは、ホラーハウスの担当をしていた文芸部の生徒である。

「にゃんですとー！」

　かじかが驚くと、霊能者のヨイ子がぼそりとつぶやく。

「あちらに本物の呪いを感じます……」

「本物の呪い？」

　かじかが首をひねると、そこに、つつー、とこちが戻もどってくる。

「生徒会がこちらを妨ぼう害がいしようとしていたので、呪っておきました」

「お前か！」

　かじかは絶叫したが、後の祭りである。

「ああ、もう時間がないじゃんか！」

　第一回戦のタイムアップが近づいていた。

　客足は止まっている。

　一方、生徒会のお化け屋敷は大変な盛況になっていた。

「こりゃやばい……」

　かじかは初めて焦あせりの表情を見せるが、無情にも審しん判ぱん員の教師が右手を挙げて笛をピーと吹ふいた。

「タイムアップ！　集計します」

　そして、それぞれの模も擬ぎ店てんでの集計を終えた教師二人が集まって、金額を比べあう。

「勝者、生徒会！」

　かじかとこちは呆ぼう然ぜんとして、顔を見合わせた。

「……問題があったでしょうか？」

　こちがぼそりと言う。

「あったよ」

　かじかは断言する。

「じゃあ、責任をとります」

「そうか」

「はい。じゃあ、死にます」

「そうか。死んでおけ」

　そして、こちはホラーハウスの中にはいると、アパートのセットの電灯にひょいと紐ひもをかけ、洗せん濯たく物ものでも吊つるすかのように無造作に自らの首をぶら下げた。

　ぶらーり、と首つり死体が展示物に並ぶ。

　その後、ホラーハウスに本物としか思えない首つり死体があるということも評判になり、客足は再び戻ったのだが、もちろん対決には無関係なのであった。

「そうか、最初からこちを殺しておけばよかったのか……」

　かじかはえらく不ふ穏おんなことをつぶやいた。








　　　水泳部　　　　　　　生徒会




　×ホラーハウス　　　○お化け屋敷

　　メイド喫きつ茶さ　　　　　喫茶店

　　ピロシキ屋台　　　　カレー屋台

　　ブティック　　　　　フリーマーケット

　　　　　学園祭クィーンコンテスト
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「勝ったのね！　あたしたち、勝ったのね！」

「勝ちましたよ、会長！」

　生徒会室で抱だき合うあざみと副会長である。

「それにしても死ぬかと思ったわ」

「……なんで死んでないんですかね？　自分でも不思議です」

「ああ、神はあたしを生かしておこうとお思いなのね！」

「……勝手にそう思っててください」

「それにしても、最初は計算通りに勝てたわね」

「計算通りなんですか？」

「け、計算していたわ。それより、次は喫きつ茶さ店てん対決ね！　ここでも勝利して有あり藤とうかじかを完全に学園から追い出すのよ！」

　死にかけていた割にはノリノリのあざみである。

「私し怨えんって怖こわいなぁ」

　つぶやく副会長であった。




○




「うむ。ホラーハウスは我々の中でも一番の小者！　やはり連れてくるのではなかったわ」

「すっごい悪役臭いからやめてくださいません、それ？」

「そうか？　一応は言っておかないとなぁ、と思って。ところで、売り上げは順調か？」

　かじかは教室を改造した喫茶店のバックヤードに立っている。二回戦以降は、開始時からのすべての売り上げが含ふくまれるわけで、瞬しゆん発ぱつ力りよくだけでなく、総合力が問われてくる。

「順調ですわ。去年と比ひ較かくしても上回ってますもの。このメイドブームが一いつ般ぱんにも浸しん透とうしたおかげで」

　すずみは、くるり、と回ってみせる。服はメイド服。スカートがふわりと広がる。

　さすがにお嬢じよう様さまというか、すずみは髪かみさえ整えれば結構な美少女である。もっとも表情に微び妙みようにオタクくさいところが残っているのだが、その野暮ったさと眼鏡がきつめの美人に尻しり込ごみしてしまうタイプに人気であろうことは間ま違ちがいない。

「それでなんとかなるといいが。向こうも服装の工夫程度はしているだろうしなぁ。内装はデザイナーに頼たのんだし、メニューはホテルのラウンジに負けないものを低価格で揃そろえたが……そこがポイントになって来る客ばかりではないからなぁ」

　かじかが、ふむ、と考え込む。

「確かにメイド服くらいは向こうもレンタルしていましたわ」

「それなら私自らも出よう」

　かじかはいきなり服を脱ぬぎはじめた。

「ろ、露ろ出しゆつ狂きよう？」

「馬ば鹿か！　そんなはずがあるか。はやくメイド服を用意しろ」

「用意してから脱いでくださいませね」

　すずみは脇わきに置いてあったダンボール箱に手を突つっ込む。

「細かいことを気にするな。売り上げのためには一刻を争うのだ」

　下着姿で仁王立ちするかじかである。

「だからしまいなさいな。早く」

「カカカ。まぁ、あれだ。二人で男どもを悩のう殺さつしてやろうではないか」

　かじかはメイド服に袖そでを通し、スカートの位置を直すと、前まえ屈かがみになって組んだ腕うでで胸を持ち上げた。

「これか？　このポーズがええのんか？」

「どうして下品な口調になるんですの？」

　ぼやきながら、すずみはかじかの後ろに回り込む。

「とはいうけど、絶ぜつ妙みような角度ですわね。下着は見えず、ストッキングとスカートの間はばっちり」

「カカカ。うまいだろう。さて、営業に出ようではないか。ところで、あともう一人のウェイトレスは誰が？」

「めだかちゃんですわ」

「めだか？」

　かじかが驚おどろいたようにそう口にした時、ちょうどバックヤードにめだかが入ってきた。

「人手が足りましぇん。すぐにきてくだしゃい」

　やたらと幼い外見である。背も低く小学生にしか見えない。

　荘そうめだか。

　これでもこの学園の高校生で、水泳部の一員である。

「忙いそがしいんでしゅ！　大変でしゅ！」

　めだかは手をぱたぱたとさせた。袖が余っていて無理矢理まくりあげたメイド服がばっさばっさと音を立てる。スカートもややもっさりとしたシルエットになってしまっている。ひとしきり騒さわぐと、めだかは忙しそうに客席の方に戻もどっていった。

「あいつで男は喜んでるのか？」

　かじかはいぶかしみつつカーテンの間から客席の様子をうかがう。

　水泳部以外のウェイトレスも働いてはいるが、最も客の視線を集めているのがめだかであった。

「なんと、あいつ、人気がありそうだ！」

「ええ。かなりそれ目当てのお客さんが来てましてよ」

　それ目当て、とすずみが言ったのも道理で、客のかなりの数が、やたらと服装がきっちりしすぎた若い男と、あまり女性に縁えんがなさそうな男子学生で占しめられている。誰も彼も後ろめたそうな目で、めだかを注視している。

「部長にはわからないでしょうけれど、そういう趣しゆ味みの人は意外と多い上に、いくらでもお金を落としてくれるんでしてよ」

　きらり、とすずみの眼鏡が輝かがやく。

「そういう趣味？」

　かじかが疑問を口にするが、その時、めだかが幼い子特有の無防備さで、スカートの上から下着の腰こしのゴムの位置を少し直した。その瞬しゆん間かん、客席を異様な空気が、ざ、と流れる。

「な、なるほど。そういう趣味か！」

「そういう趣味ですわ！」

　うなずき合うすずみとかじかである。
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「それなら、私が出ていっては邪じや魔まにならないか？」

「大だい丈じよう夫ぶですわ。そういう趣味の人は、他人にはそういう趣味だと知られたくないものでしてよ。つまり、普ふ通つうの女性には普通に接するのですわ！」

「な、なるほど！　さ、さすがにオタクはそっちに詳くわしいな！　ならば……」

　かじかは素早く客席側に姿を現す。

「今日は来て頂いてありがとう！　楽しんでいってね！」

　かじかは言うと、教室の戸口に立って客引きをはじめた。

「さて、行きますか」

　すずみも客席に出てウェイトレスをはじめる。

　かじかの客引きで、めだか目当ての客ばかりでなく、普通の男子生徒や女性の姿も増えてきた。相変わらずめだか目当ての客は居座っているが、かじかの指示ですずみが追加オーダーを取りに行くと素直に応じるのだった。客の回転は非常に良い。

「これなら、さすがにこちらは勝てるか？」

　かじかは客引きをしながらつぶやく。が、そこにやってきた伝令の生徒の報告は、恐おそるべきものであった。

「有藤さん、生徒会の喫きつ茶さ店てん、結構な盛せい況きようです。な、なんとブルマはじめました！」

「ブルマはじめましたぁ!?　冷やし中ちゆう華かみたいに言うことか！」

　思わず悪態をついてしまうかじかである。




　さて、その生徒会。

「くくく。風ふう俗ぞく営業に最も近い営業形態なら負けないわ！」

　ほくそ笑むあざみである。

「自じ慢まんできることか」

　ぼやく副会長にも構わず、あざみはひとりごちはじめる。

「あたしを育ててくれた母が成り上がったきっかけこそ風俗と男転がし！　その血は確かにあたしにも流れているのよ！　目指せ女じよ帝てい！」

「嫌いやな自慢だなぁ……」

　ブルマ！

　それはすでに絶ぜつ滅めつした女子用の体操着である。

　あまりに男性陣じんから淫いん靡びな目で見られるので、全国の学校が次々と廃はい止ししていったいわくつきの服である。このような経けい緯いで滅ほろんだ服も他にないであろうから、文化としてはある意味で貴重であろうが、もはやブルマは現代ではアダルトショップでしか手に入らないという凄すさまじく後ろめたい服なのである。

「しかし、アダルトショップのブルマは所しよ詮せんはコピー品。つまり偽にせ物もの！　あたしのは生徒会の権限を利用して倉庫から発見した正しよう真しん正しよう銘めいの学園指定ブルマ！　これぞマニア垂すい涎ぜんの一品です！」

　あざみはテレフォンショッピング口調に。

「それにしても、自慢するだけあって風俗営業すれすれのことには知ち恵えが働きますね」

「うふふふ。ここだけは、ここだけは自信があったのよ、正真正銘！」

　盛り上がるあざみである。

「貧びん乏ぼう自じ慢まんに裏街道自慢も人間が小さいと言えば小さいですが……」

　ともあれ、そのあざみの策はあたりに当たっていた。

　ブルマの上の体操服は、ブルマに入れる生徒と出す生徒の二種類を用意。ブルマ好きの間でも意見が分かれがちなところをフォローした。

　さらには、時間を割ってウェイトレスのコスチュームを変へん更こう。短時間のうちにコスチュームは、メイド→ブルマ→スクール水着と変化していく。リピーターを増やすための工夫である。

「これでお客は展示を回ってきては喫茶店に帰ってくるのよ！　自らの才能が怖こわいほどだわ！　これは男にこびることのない有藤には考えつかないでしょうね！」

　確かに、こういうことはかじかには考えつかない。女子にも人気のかじかは、ついつい喫茶店のドリンクや食事の内容に目を向けてしまうのである。

「うふふふふふふふふ。さぁ、行くわよ、みんな」

　あざみは喫茶店内に響ひびくマイクを握にぎった。そして、独特な〝だみ声〟に切り替かえると、マイクアピールをはじめる。

「さぁ、お客さん、見てやって、見てやって。ドスケベ女子高生のサービスタイム。ブルマの女子高生が『ねこにゃんダンス』を熱演いたします。見てやって見てやって。見られて濡ぬれるドスケベ女子高生。今日もハッスルねこにゃんダンス。ブルマだ。ブルマだ。ブルマの乱らん舞ぶだ。おしりフリフリ、あなたを誘ゆう惑わく。さぁ見てやって、見てやって……」

「キャバクラのマイクだけはプロ並みか！」

　驚おどろく副会長であった。




「ちぃ！　下品な路線で来たか！」

　かじかは悔くやしがる。しかしながらかじかには実行不可能な下品さである。

「しかも、生徒たちは会長に脅おどされてやっているので、その照れた恥はずかしそうなところも〝そそる〟と評判です！」

　報告してくる生徒もさすがに驚きよう愕がくの表情である。

　学園祭でそこまでやるか！　との思いであろう。

　もっとも〝そこまでやる〟のはかじかも同じなのだが。

「こちらも下品にするか……いや、それでは父母と女子生徒を逃にがしてしまう……」

　かじかは悩なやみながらバックヤードに戻もどると、すずみを呼びつけた。作戦会議である。

「短時間で入金を爆ばく発はつさせる秘策が要る！」

　と、真しん剣けんな顔でかじか。

「かといって露ろ骨こつに下品なのもまずいわけでしょう？」

　すずみも事情はわかっている。こうしている間にも生徒会喫茶店のハッスルタイムは続いているのだ。

「男子生徒しか集まらないから人数は大したことはないが、サービスタイムのために何度も店に来たり、長く店にいるためにオーダーを繰くり返したりしているらしい」

「それは参りましたわねぇ……こちらも高いケーキをオーダーしてもらってはいますが、それは主に高級ケーキを安く食べたいおばさま中心ですものねぇ。こちらの店で居座ってオーダーを繰り返しているお客さんといえば……」

　すずみがつぶやくと、かじかは、はた、と気づいてすずみと目を合わせた。

「あ、オーダーを繰り返している客といえば……」

「めだかちゃん目当ての！」

　二人は同時に客席を見る。まだめだかは必死に給仕をしている。その様子を〝温かく〟見守っている男たちも目の光は衰おとろえていない。

「めだか……！　ちょっと……！」

　かじかはめだかを呼びつけた。

　そして、やってきためだかに耳打ちをする。

　耳打ちを受けためだかは、ええっ！　と驚愕した。

「で、できましぇん！　いえ、そんなことはしてはいけましぇん！」

　怯おびえたように首を横に振ふり始める。

「水泳部のためだ。二連敗は許されない」

　かじかは力強く言った。

「おかしなことがあるようなら、私が全力でフォローする。というか、めだかに手が出されるようなら、そいつをずっと豚ぶた箱ばこにぶち込んでおく」

「こ、こわいでしゅ、かじかしゃん……」

「大だい丈じよう夫ぶ。めだかならできるさ」

　さわやかに笑うかじか。

「そういう怖いじゃありましぇん……かじかしゃんが怖いんでしゅ……」

　めだかは大きな目をうるうるさせて怯える。

「ま、まぁ大丈夫ですわ。確かに、少し嫌いやかもしれないけれど、基本的にはどうってことないことですわ」

　フォローするかと見えたすずみもかじかの側につく。すずみも凄すさまじい負まけず嫌ぎらいなのである。

「で、でも、そんな悪いことをしたら、世界が滅ほろびに近づいてしまいましゅ……！」

　めだかは訴うつたえた。

　が、かじか、すずみともそれを聞き流す。

「はいはい。いつものあれね。でも、言い訳は無用！」

　きっぱりとかじかは言った。

　めだかのいつものあれ、とは、水平線と空の境界にある異世界『インターゾーン』のことである。その世界は悪あく魔まドク・ベンウェイによって滅ぼされかけているのだという。そして、その世界を救うには、こちらの世界に希望を広めなくてはならないのだった。そして、希望を広める役目を負っているのが、他ならぬめだかであり、彼女はインターゾーンのお姫ひめ様さまなのだという。

　もちろん、周囲の誰もその言葉を信じていなかった。めだかは魔法のステッキで変身でき、魔法も使えるというが、インターゾーンの掟おきてにより、魔法を使うところをこちらの世界の者に見られてしまうとステッキが石になってしまうのだという。そんなわけで、魔法を使うところを誰も見たことが無く、めだかの言葉も嘘うそだと思われている。

「だ、だけど、もしこちらの世界で邪よこしまな考えがはびこれば、インターゾーンの世界は次々と毒ムカデに滅ぼされてしまうんでしゅ！　あたちがもしそんなことをしたら……！」

「うむ、その話も以前に聞いた。この世界で善なることが広がればよし。邪じや悪あくなことが広まればいかん、というのだったな」

　かじかはうんうんとうなずく。そして、いきなり力を込めて拳こぶしを握にぎった。

「だが……！　もし生徒会のキャバクラ喫きつ茶さ店てんが勝ってしまったら、それこそ世界に邪悪が広がっていることになるまいか！」

　断言するかじかである。

　めちゃくちゃな理論であるが、これはめだかには効果があった。何しろかじかたちは知らないが、インターゾーンの話はすべて真実なのであるから！

　世界の命運は、めだかと彼女のいつも持っているステッキにかかっているのである。ちなみに、ステッキの輝かがやきが消えると、インターゾーンの国がひとつ滅んだことになるのだそうだ。

「うう……そういうことなら……しかたない……やりましゅ」

　めだかは、ひょこひょこと客席に戻もどっていった。

「か、可哀かわい想そうだったかしらね？」

「さ、さすがに終わったら欲しがっていたぬいぐるみでも買ってやろう……」

　すずみとかじかはどきどきしながらめだかの様子を見守る。

　めだかは、彼女に熱い視線を送っている一人の男性からオーダーを受けた。紳しん士し然とした男である。髪かみをぴったりと後ろになでつけており、眉まゆは薄うすく、目は不思議と焦しよう点てんが合っていないように見える。どこから見ても〝あっちの趣しゆ味み〟の人だ。

　トレイにオーダーのアイスティーを載のせ、めだかは歩き出した。その足取りは先ほどまでよりもひょこひょことしておりぎこちない。

　そして、男の前に到とう着ちやくし、トレイからアイスティーを置こうとした時……。

「あ！」

　なんとも棒読みの悲鳴をあげ、めだかは足をもつれさせて倒たおれた。

　そして、宙を飛んだアイスティーのグラスは見事に男の股こ間かんを直ちよく撃げきする！

「やった！」

「おお！」

　こっそりと見ていたかじかとすずみはガッツポーズ。

　しかし、問題はここからだ。

「す、すいましぇんでした！」

　ぺこりと頭を下げるめだか。

　だが、ここまでは当たり前の反応である。

　ここから先なのだっ……。

　先っ……。

　その先……。

　つまり期待に応こたえられるかどうかでその後のすべてが決まるのだっ……。

　どんな物事にも勝つか敗けるかの瀬せ戸と際ぎわというものが存在する。

　そして、今がその時っ……。

　周囲の注目もめだかに集中している。反応が遅おくれて、股間にアイスティーをかけられた男に先に意味のある言葉を発せられてしまってしまってはもう駄だ目めっ……。空気はぶちこわし……。

　だからこそ、早い反応。

　素早い反応が求められるのだ。

「めだかっ……」

「行けっ……」

「今だっ……」

「このタイミング、逃すなっ……」

　思わずつぶやくかじかとすずみ。

　そして、ゆっくりとしゃがみ込んだめだか……！

　期待に応えるっ……！

「お、お拭きいたしましゅ……」

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

　声にこそ出ないが、メイド喫きつ茶さ全体にさざ波のように広がる何か！

　めだかはおしぼりに手を伸のばし、それをたたむとおそるおそる男の股間に乗せる。

「いいぞ、めだか……！」

「うう、お母さんはやってくれると信じていましたわ！」

　感かん慨がいにふけるかじかとすずみだが、その時、めだかの手が止まった。

「い、いかん！」

「ああ、おそらくは〝暴あばれん坊ぼう天てん狗ぐ〟の感かん触しよくに驚おどろいて！」

　二人の心配は当たっていた。

　めだかはかなり分厚い布越ごしとはいえ、初めて手に感じるサイ・ブレードの切れ味に完全に硬こう直ちよくしてしまっていたのだ。

「い、いけましぇん……こんなものを触さわっていてはインターゾーンが……」

　めだかはおろおろしている。

　だが、ここでも決断の時は、そう長くはない。めだかが動かず、男が何かリアクションを起こしてしまっては空気は台無しになってしまう！

「が、がんばれ、めだか！」

「しごいて！　しごくの！」

　こっそり見ている二人も小声で応おう援えんを開始する。

「行け！　動かせ！」

「拭ふくのですわ！　しごいて！　上下に！」

　その応援の空気が伝わったのか、周囲の客の心もひとつになった。

　しっごっけ！

　しっごっけ！　しっごっけ！

　しっごっけ！　しっごっけ！　しっごっけ！

　しっごっけ！　しっごっけ！　しっごっけ！　しっごっけ！

　しっごっけ！　しっごっけ！　しっごっけ！　しっごっけ！　しっごっけ！

　高鳴る応援の波動。

　そして、その波動は、やがてめだかの決断の背中を押おした！




　こし……。




　それは微かすかな動きだった。

　しかし、それは偉い大だいな動きだった。特に敏びん感かんなサイコガンには十分に伝わる動きだった。




　こしゅ……こしゅ……。




　めだかの手の動きがはっきりとしたものになる。

　男の顔が幸福に上気する。

「ほ……」

　吐と息いきが漏もれる。そして、幸せの波動が広がる……！

　ぴぴぴぴ……。

　めだかがメイド服の腰こしに差していた魔ま法ほうのステッキが鳴った。あまたあるステッキの宝石。その宝石がなんとうっすらと輝かがやきはじめたのだ！

「こ、これは希望のきざしでしゅ……！」

　これにはめだかも驚く。

「そ、そうでしゅ！　この人が幸福になったから、インターゾーンに希望が広がっているんでしゅ！」




　こしゅ……こしゅ……ごし……ごしごしごしごしごし！




「あ、ああっ！」

　奇き妙みような声をあげる男。

　そして、めだかの瞳ひとみは希望と喜びに輝いていた。

「ああ……いま、あたち、世界を救っているんでしゅね……！」

　めだかは立ち上がり、にっこりと微笑ほほえんだ。

「次のオーダーはありましぇんか？」

　津つ波なみのようにオーダーが押し寄よせてきた。

「や、やった……やったぞ……！」

「で、でも、めだかの目がどこかいっちゃってるような……それに、喜んで股こ間かんをしごいているような気がしますわ……！」

「み、見るな！　そうだ、他の客がひく……！　か、隔かく離りしろ！　その筋とめだかを別室にお通しするんだ！」

　かじかは慌あわてて後の処理に走った。

　しかし、それはそれとして、第二回戦の勝利は水泳部であった。

　勝利を導いためだかの目は輝いていた。

「ああ……あたち、いま、世界を救い続けているんでしゅね……！」
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「い、一番の得意分野で負けるなんて……！」

　あざみは落ち込んでいた。

　しかし、副会長はクールなものである。

「ま、そんなもんです」

「き、きぃいいいい！　勝たないといけないのよ！　勝たないと！」

「そうは言いますが、会長」

「なによ」

「負けても学校やめればいいだけですから」

「いやぁああ！　やめるのはいいけど、有あり藤とうかじかがのうのうと暮らしているのが嫌いや！」

「しょうがないな、この人は。で、今回は策はあるんですか？」

「さ、策ならばあるわ。今回も裏街道を生きてきた女ならではの策が！」

「ほう」

「さぁ、おいでませい料理人！」

　あざみが呼ばわった。

　生徒会室の扉とびらが開き、ぬぅ、と姿を現したのは異様な風体の男であった。

　異様な風体と書いておきながら、何が異様なのか説明していないのはあれだと思うが、ライティングの都合か身体の前面が完全に影かげになっており、まったくわからないのである。とりあえずは異様だと言っておこう。

　その異様な男が異様な声で異様なことを口走った。

「俺が来たからにはもう安心だ。何しろ俺はカレーについては右に出る者がいないカレー大将と呼ばれた男だからな！」

「か、かれーたいしょう？」

　副会長は頓とん狂きような声をあげる。

「そうだ。世界を回ってカレーの味を極めてきた！」

「そ、そんな偉い大だいな方が、どうして会長に肩かた入いれを……？」

「彼女の母親にはお世話になった」

　それだけを謎なぞの人物は口にした。

「それ以上深く聞いちゃいけない気がする……。テレビでよくあるような〝こんなに苦労しました自じ慢まん〟にすぎない女の物語ってやつが展開されるに違ちがいない……」

　副会長の脳裏には、様々な映像がよぎる。

　博打浸づけの夫。

　重ねられた借金。

　転落する女。

　生まれてくる娘むすめは誰の子供かわからず……。

「会長」

「何よ？」

「会長は、お母さんの本当の子供じゃないんですね！」

「本当の子供よ！　あんたどこまで考えが飛ひ躍やくしてるの！」




　それはそれとして、水泳部の側ももちろん余よ裕ゆうではない。

「屋台勝負は勝ちに行けるだろうか」

　難しい顔をするかじかである。

　校庭の隅すみにあるまだ準備中の屋台。そこでかじかとすずみ、そしてしいらが顔を突つき合わせている。

「こちらはピロシキ。あちらはカレー。日本人の好みとしては向こうでしょうね。でも、こちらにはこの学園の伝統というものがありますもの」

　すずみがしいらにうなずいてみせる。

　しいらもうなずいた。その手は小麦粉の生地を伸のばしている。

　聖バロウズ学園の学園祭といえば、どういうわけか長いことピロシキが伝統となっている。秘密の製法が語り継つがれてウン年。今、それを引き継いでいるのは水泳部である。

　しかも、しいらは十年に一度出るかでないかと噂うわさされるピロシキ職人なのであった。

「スポーツドリンクには、つまみがいるから……料理は出来る」

「だから、それは本当にスポーツドリンクなんですの？」

　すずみの突っ込みを無視して、しいらはタネを生地で器用に包み始める。

「タネは秘伝のもの……」

　しいらはつぶやいて、揚あげる前のピロシキをいくつも並べていく。屋台が開店する十二時前だが、すでに客は揚げたてを食べようと列を作り始めていた。

「さて……そろそろ揚げはじめるから……」

　しいらがつぶやいたその時のことだった。

「な、なに？」

「あ、なんかいいにおいがする……」

　ピロシキに列を作っていた客がざわめきはじめた。

「におい？」

　かじかが鼻をひくつかせる。

　そのにおいとは、誰でもかげばすぐにわかる、他ならぬカレーの香かおりであった。

　生徒会のカレー屋台は校庭の反対側にある。その校庭をまたいで香りを届けられるとは、驚おどろきだった。

「な、なんて強力な！」

　すずみは驚きよう愕がくする。




「ふははははは！　女子高生など恐るるに足らず！　俺はカレー大将！　誰の追つい随ずいも許さぬカレーの天才だ！」

　カレー大将が寸ずん胴どうでカレーをかき混ぜるたび、その強きよう烈れつな香りが周囲に広がる。数百種類のスパイスを調合した結果生まれた芳ほう香こうはまさに魔ま法ほうだった。周囲の人々の注目は嫌いやでもカレー屋台に集まる。

「カレーはまず周囲に香りを拡げて客を集める。これぞ基本の中の基本！」

　カレー大将の姿が露あらわになる。

　鉄仮面をかぶっていた。昔のたとえならスケバン刑事２、少年漫まん画がならジャギといったところ。

「カレーの名門に生まれ、鼻を鍛きたえる機能を持ったこの仮面を外さずに生きてきた俺に、あざみの母だけが優しくしてくれたのだ！」

「おお、そんな過去が！」

　カレー大将の手伝いをしながら驚愕する副会長である。

「そうだ。絶対に外せぬこの仮面！　他のみんなは恐おそれ、あるいは笑ったが、あの人だけは……。入浴時にも外さなかったというのに！」

「へ？　入浴時？」

「そうだ。入浴している私を洗ってくれた」

「……それは商売だからでしょうが」

「何だと？　確かに特とく殊しゆ浴場とは書いてあったが」

「お、お気になさらずにカレーをお作りください」

「そうか。カレー以外は何も知らぬものでな」

「はぁ、さいですか……それにしても、いつから風ふう俗ぞく小説に……いや、あまりに貧びん乏ぼうくさい理由だし聞かなければよかった……」

　ぶつぶつ言う副会長であったが、それでもカレー大将の実力は想像以上であった。屋台の周囲には明らかに人だかりが出来ていた。




「ま、まいったな、逆転の秘策はないのか？　ほ、ほら、すずみ、お前はマンガに詳くわしいだろ！　料理マンガとか！」

　慌あわてて騒さわぎはじめるかじかである。

「さぁ……今から伝説の黄金の鯖さばを釣つりに行くとか、鯛たいの鯛を見つけるとか、マグロを全部買い占しめるとか、パイナップルの中身をくりぬいて全部捨てるとか、そういうことをおっしゃってるんでして？」

「どれもピロシキに関係ない！」

「ピロシキだけの勝負ってすぐには思いつきませんもの……」

「くぅ、やっぱり肝かん心じんな時にマンガは役に立たないな！　そういえば、知り合いが『サクラ大戦１』のミニゲームに出てきた通りにボルシチを作ったら死にそうな味になったって言ってたぞ」

「あのミニゲームのボルシチの作り方はプレイごとに変化しますもの……」

「そんな話はいいんだ！　今すぐロシア軍の精せい鋭えいでも呼ぶか！　奴やつらならピロシキをうまくする手段くらい知ってるだろうに！」

「いや、きっと本場のピロシキって大したこと無いと思いますわよ……」

「むぅ。知り合いのロシア料理のシェフも我が校伝統のピロシキには文句ナシと言っているから呼んできても仕方ないしな……。ほら、すずみの知り合いにはいないのか、ザ・シェフとか、いや、ザ・シェフの作者でもいい。マンガに描えがけるくらいだから、きっと本当の料理もうまいに違ちがいない！」

「もうちょっと年ねん齢れいに相応の作品をあげてくださいませな……それにサッカーマンガを描いている人がサッカーうまいはずがないでしょうに。料理マンガもそれと同じですわ」

「むぅ……サッカーでは納得だが、料理で言われると言い逃のがれのような気がするのはなぜだろうか……」

「そうですわねぇ……ですが、馬ば鹿か話ばなしをしてるうちにも、もうお昼ですわよ！」

　すずみが焦あせるが、もう遅おそい。

　正午の鐘かねと同時に解禁になった食物販はん売ばい。

　その鐘の音と同時に宙を舞まう小銭。

　入れ替かわりに滑すべり出してくるカレー皿とピロシキ。

　ピロシキとカレー、ほぼ同時に一皿目が出る。

「スタートは同時か！」

　かじかがうめく。

「いや、違うね！」

　どう声が届いたのかは知らないが、カレー大将は不敵に笑う。

「どこが違う！」

　かじかも応じた。

　声は聞こえないはずなのだが、これはまぁ富野演出と同じことだと思っていただきたい。画面端はしにはかじかとカレー大将の顔だ。

「違う！　違いすぎる！」

　二つの屋台には列が出来ている。人混みのせいで正確な人数はわからないが、幸い、まだピロシキとて人だかりはともかく、行列では負けてはいないように見える。

「どこがだ！　まだ互ご角かくだろうに！」

「互角ではない！　最初の客を思い出してみろ！」

「最初の客？」

「そうだ、キサマの最初の客は、キサマが〝いらっしゃいませ〟と言ってから金を出しただろう！」

「それがどうした？」

「俺の客は、正午の鐘を聞いてから自発的に金を出したのだ！」

「ぬぅ！」

　かじかは衝しよう撃げきを受けた。

　確かに明らかな差である。どうしてもカレーが食べたかったということではないか！

「わははははははは！　ピロシキ敗れたり！」

　カレー大将は大たい笑しようした。

　……いや、期せずして駄だ洒落じやれになっているが意識したわけではない。

　一方、かじかは唇くちびるをかみしめた。

「く、くそう！　そんな普ふ通つうの料理マンガみたいな展開をやってくるとは！」

　しかし、カレー大将の言葉は間ま違ちがってはいなかった。

　人だかりだけでなく、行列まで明らかに差が出てきている。

　ピロシキの列に並んでいる客も、カレー屋台を気にして時折振ふり返っていた。ピロシキを買った後、カレーの屋台に並んでカレーも食べる気なのである。

「う、うう……ピロシキではボリューム不足か……」

　かじかがうめく。




　と、それまで黙もく々もくとピロシキを揚あげていたしいらが、ぼそり、とつぶやいた。

「大だい丈じよう夫ぶ……ピロシキは売れるから……」

「な、何か秘策があるのか？」

「秘策はないけれど……わたしには身につけた技が……ある……」

「技？」

「そう……思い出す……あの師し匠しようから伝えられた命がけの技……」

　普ふ段だんからぼんやりとしているしいらの顔が、過去を思い出しているかのようにさらにぼんやりとしている。

「命がけ？」

　さすがにかじかもいぶかしむ。が、しいらはさらに話を続けた。

「わたしは……あの日……ロシアの赤の広場にいた……」

　ここでいきなり背景は極寒のロシア、赤の広場に。

「そこに集っていたのは、ピロシキ・マイスターになるべく育てられた子供たち……」

　赤の広場は、規則正しく整列した子供たちでびっしりと埋うめ尽つくされている。

　子供たちは全員が油の入った手て鍋なべを持ち、それぞれ前に置かれたガスコンロの火にそれをかけている。

　この子供たちこそ、ロシア全土から集められた一流のピロシキ料理人の卵なのである。

　そして、クレムリンの上に立った書記長が、かけ声をかけると、一いつ斉せいに子供たちが鍋なべにピロシキを放ほうり込み、揚げはじめるのだ。

　その時、赤の広場は油の臭においとピロシキの臭いで満たされる。

「しかし、恐おそろしいのは、ここから……少年たちは、ここで料理必殺技が使えないと……」

「使えないと？」

　かじかとすずみの二人が息を呑のむ。

「殺害される」

「ＳＡＴＵＧＡＩ！」

「そう……基本技、爆炎ピロシキ……。その技も使えない子供は……書記長の指示一つで、クレムリンの窓という窓に潜ひそんでいるスナイパーから……撃うたれる」

　ウラー、ピロシキ！

　ハラショー、ロシア！

　気合いを入れる子供たちの叫さけびが赤の広場に響ひびく。

　そして、各所で爆炎ピロシキの技が炸さく裂れつし、炎が立ち上る。

　だが、少しでもピロシキを焦こがしてしまった子供は……。

　ターン！

「ヴォルグ！」

　隣となりの少年が撃たれ、その名を呼ぶミハエル。二人は親友であったが、ヴォルグに駆かけ寄よれば自分も撃たれてしまう。ただ必殺技を使ってピロシキを揚げ続けるしかないのだ！

　そうしている間にも、少年たちは次々と撃たれていく。

　極寒のロシア。数時間にも及およぶピロシキ揚げ。体力は皆みな、限界に近いが、それでも鍋を握にぎり、ピロシキを揚げなくてはならない。ここで生き残った者だけが、ピロシキ・マイスターを養成する特とく殊しゆ施し設せつに入ることができるのだ。

「わたしは……そこで生き残った……」

　死体に埋め尽くされた赤の広場の中央に立ち、油にまみれ、焼けこげを体中に作り、それでも目だけは書記長をにらみ続けていた少女こそが、幼い日のしいらである。

「そして入ったピロシキ学校……そこで出会ったライバル……師匠……そして、憎にくき最大の敵……」

「そ、そうか、酔よっぱらいキャラにはそんな過去が！」

　かじかは、おお、と期待を込めた目をしいらに向ける。

　しいらは、「ふっ……」と渋しぶく口元をゆるめると、一いつ升しよう瓶びんをあおり、口に含ふくんだスポーツドリンクを一気に油で満たされた鍋に向かって吹ふき付けた！

「うわっ！」

「ば、馬ば鹿かっ、そんなことをしたら……！」

　当然、油が爆ばく発はつ音を発して一気に飛び散る。

　普ふ通つうならば大事故だ（決して真似まねをしてはいけません）。

　しかし！

　しいらは跳とび上がって宙に舞まうと、鍋をふるって飛び散った油すべてに着火していた。

「ピロシキ揚げ奥おう義ぎ……昇しよう竜りゆうピロシキ……」

　巻きあがった油が炎の竜となって宙に舞う。その竜の頭部が、まるで身をよじり、獲え物ものを狙ねらうかのように激しく左右に振ふれる。やがて、獲物をしとめたかに見えた竜の顎あごにしっかりと噛かまれていたものこそ、黄金に輝かがやくピロシキであった。

　空からピロシキが降ってくる。しいらの着地と同時に竜は消え、ただ皿の上には素晴らしい輝きを放つピロシキがあるのみ。

「どうぞ……」

　その皿をしいらは次の客に差し出した。他校の男子生徒である。

「う、うわ……！」

　その光景を見ていた彼は、さすがに「普通の料金で自分が食べて良いのか？」という気分になったようだが、しいらがうなずくのを見ると、衆しゆう人じん環かん視しの中、緊きん張ちようしつつピロシキを口に運んだ。

　サクッ！

　一口噛んだ瞬しゆん間かん、なんと、その男子生徒の顔が縦に伸のびた！

「ほ、ほ、ほうぉおおおおお！　ほぉおおおぉおううぉおお！」

　絶ぜつ叫きよう。まさに絶叫であった。口を極限まで開いた結果、顔が縦に伸びたのである。

「う、うまい！　これはまさに竜の宝玉！　ロシアから降り立った炎の宝玉だ！　そうか、わかったぞ！　ピロシキが爆発で一気に油を吹き飛とばされたのか！　ピロシキにどうしてもつきまとう油っぽさがそれで解消される！」

　いきなり饒じよう舌ぜつに語り出す男子生徒である。さらにもう一口ガブリ。

「さらにポイントは中のタネだ！　これは羊肉！　エジプト料理でも使われている通り油と最も相性の良い肉だ！　羊肉には独特の臭くさみがあるが、それは、ピーマンの細切りで解消されている！　臭いで臭いを消す絶ぜつ妙みようの工夫！」

　男子生徒はすべてピロシキを胃に収めた後、一息ついてからさらに付け加えた。

「素晴らしいのは、ピロシキの特とく殊しゆ性せいを生かしていることだ！　タネには揚あげる前に火が通っているのだから、ボリュームをかなりもたせることができる！　これだけで昼飯になるくらいだ！」

　将来は味皇とでも呼ばれそうな解説ぶりである。

　ともあれ、それがきっかけでピロシキは大人気となった。

「ホントだ、おいしー」

「こっちにもくれよ！」

「はやくあれ見せて！　昇竜ピロシキ」

「奥義……昇竜ピロシキ」

　どーん！

「わぁ！　すごいや！」

「見て楽しくておいしいなんて最高だね！」




「な、なによ、あの白々しい反応は！　サクラじゃないの？」

「いや、どちらかといえば作者の筆力の問題です」

「何よ、それは！　知ったことじゃないわ！　こっちが負けてることが問題なのよ！」

　わめきだしたのはあざみである。副会長がとりなすが、カレー大将に詰つめ寄っていく。

「あんた、ちゃんと本気でやりなさい！」

　助けてもらっている立場で、どの面下げて命令しているのかわからないが、あざみの命令を少なくともカレー大将は受け入れた。

「へへ……慌あわてなさんな……俺も奥義のひとつくらいは使えますって……」

　仮面の奥おくで笑うカレー大将である。

「奥義が？」

「そう。その名も、奥義カレーの市民！」

「いや、なんかそれ微び妙みように意味が違ちがうような……」

　副会長の抗こう議ぎは聞き入れられない。

「そ、それよ、そういうのよ、やっちゃって、やっちゃって！」

　期待に輝くあざみのでこに後あと押おしされながら、カレー大将は寸ずん胴どうにお玉を突つっ込んだ。

「それではいくぞ！　奥義、カレーの市民！」

　カレー大将もジャンプ一番、宙を舞う。

　空に跳び上がって、そこからお玉にすくったカレーを地上に投げ落としていくのである。

　地上に降りて、すくってはジャンプ。すくってはジャンプ。並べられたライスに、空中から見事にカレーが降り注ぐ。

「おお！　これは！」

　叫さけんだのは先ほどの男子生徒である。そのカレーを食べて曰いわく。

「やはりそうか！　日本式のライスにかけるカレーは、基本的にライスへの浸しん透とう度を客が作ることになっている。混ぜる者、混ぜない者と様々だ。しかし、重力で一気にカレーをライスに浸透させるこの技ならば、カレーの粘ねん度どにあわせて料理人の意図通りのバランスを作り出すことができる！」

　男子生徒の解説に、周囲の人混みが沸わき立つ。

「うわぁああ！　こっちもすごいぞ！」

「俺にもカレーをくれ！」




「し、しいら、こっちにも新しい技はないのか？」

　かじかが聞くと、しいらは、やや動きを止めてから、小さくうなずいた。

　そして……

「ライジング・サンダー・ピロシキ！」

　どどーん！

「うわ！　さらに派手な技できた！」

「ぴ、ピロシキをこっちにも食べさせてくれ！」




「あ、あっちがさらに新しい技を！」

　慌てるあざみである。

　ところがこちらも……。

「大だい丈じよう夫ぶ。奥おう義ぎはひとつであるはずがねぇ！　スクリュー・カレー！」

　ずどどどーん！

「こっちも負けてないぞ！」

「か、カレーの二杯目をくれ！」




「も、もっとすごいのはないのか？」

「ゴールデン・アーム・ボンバー・ピロシキ！」

　すぽぽぽぽぽーん！




「さ、さらに過激にして！」

「レッド・ホット・ハニー＆アップル・カレー！」

　ちょどどどどーん！







[image: ]







「ドライブ・タイガー・ボード・アンチ・ファイヤー・ピロシキ！」

「リップ・ヴァン・ウィンクル・エフェクト・フォーリング・ダウン・カレー！」

「異次元ブラックホール・ピロシキ！」

「究極カレー！」

「ウルトラ・スーパー……」

「……………………………………………………！」

「………………………………………………………………！」

　勝負は過激というか異次元の領域に。

　食材が宙を舞まい、料理人は手から光線を出し、観客はカレーとピロシキの海におぼれる。

　勝負は数時間にも及およんだが、やがて料理人二人とも奥義が尽つきるときがやってきた。

「もう……やることは……やった……」

　しいらは揚あげたピロシキを並んだ客に出すだけになってしまっていた。




　一方、カレー大将は肩かたで息こそしているが、仮面の奥の目は死んではいなかった。

「向こうのお嬢じようちゃんは手が無くなったらしいな」

　カレー大将はほくそえんだ。

「ま、まだ手があるのね、こちらは！」

　期待するあざみである。

「大丈夫。これが俺の最後の技だ！」

　カレー大将は、スパイスを取り出し、ざ、とカレーで満たされた寸ずん胴どうに流し込んだ。

　ただ、それだけだった。

「そ、それだけ？」

「そう。これが俺の必殺、スパイスＸ！」

「スパイスＸ？」

　あざみはいぶかしむが、カレー大将は自信満々だ。

「大丈夫。見てな！　俺がカレー大将と呼ばれているわけを見せてやるぜ！」

　その自信はすぐに裏付けられる。

　その後、カレーを一口食べた客は、誰もが目の色を変えてカレーをかきこむようになったからである。

「う、うまい！」

「一口食べればまた一口……止まらない！」

「す、すごいカレーだ。また食べたくなる！」

　驚おどろいたことに、一度カレーを食べた客は、すぐに列の後ろに並び直すのだった。




「な、なんだ、この差は！」

　かじかは驚きよう愕がくしていた。

　ピロシキの列はとぎれはじめているが、カレーの列は終わることがない。それどころか増え続けている！

「客がカレーの魔ま力りよくにかかってしまったかのようだ！」

　かじかは呆ぼう然ぜんとしていた。まさかここまでの差が出てしまうとは。

「く……認めたくはないが、完敗か……」

　カレー大将の方は高笑いを。

「わはははははっはははははははは！　俺はカレー大将だ！」

　カレー大将は、うつろな目をしてカレーをむさぼり続ける人々に囲まれ、ひたすらカレーの寸胴をかき回し続けていた。

「わはははははっはははははははははははははははははははは！　俺はカレー大将だ！」

「……ん？　まさか……！」

　その異変に気づいたのはすずみである。

「どうした、すずみ？」

　かじかの問いに、すずみは答える。

「本で読んだことがありますわ。何千種類というスパイスの中には麻ま薬やくに近いものがあるというのです。ましてスパイスなんて全て刺し激げきの強いものばかり。彼がいつのまにか麻薬中毒になった可能性は充じゆう分ぶんに……。というか、ありがちすぎて先が見え見えの展開ですわ！」

　そう、カレー大将がかき回していたのは、すでにカレーも尽きて空っぽになった寸胴であった。

「わはははは！　みな俺のカレーがなくては生きられないのだ！　俺は神だ！　カレーの神になったのだ！」

　カレー大将は叫さけぶ。

　彼の周囲をカレーにとりつかれた人々が取り囲んでいる。

「カレーだ！　カレーをくれ！」

「カレーをくれ……！　カレーをくれ！」

「カレーをくれ！　カレーをくれ！　カレーをくれ！」

　やがてその群衆はカレーが尽つきたことを知ると、カレー大将を襲おそいはじめた。

「カレーをくれ！　カレーをくれ！」

「カレー！　カレー！　　カレー！　カレー！　カレー！　カレー！」

「うわぁ！　やめろ！　俺はカレーの神だぞ！」

　カレー神は人の波の中に飲まれた。その騒そう動どうの中からあざみと副会長は逃にげだし、振ふり返るとそこはカレーの香かおりに満ちた地じ獄ごく絵え図ずであった。

　やがてやってきた警官がカレー大将を連れていく。

「な、なんと恐おそろしい……」

　遠ざかるパトカーを見送って呆然とするあざみであったが、その時、審しん判ぱん員の教師が勝負の終しゆう了りようを告げた。

「しゅうーりょー」




「うむ。後味の悪い勝負であったが、向こうの反則負けか」

　かじかは空を見上げてつぶやいた。

「料理とは恐ろしいものですわ。一歩道を間ま違ちがえるとあのような廃はい人じんを……」

　すずみも応じる。

「ところでしいら、お前がロシアであんな技を身につけていたとはな！」

　かじかは笑うが、しいらは平然とした表情で応じた。

「ああ……あれ、嘘うそ」

「は？」

「適当にやってただけ……ウケた？」

　あくまで淡たん々たんとしいら。

「ああ、馬ば鹿かウケ」

　かじかとすずみは毒気に当てられた顔になっていた。

　しかし、この勝負はここで終わらなかった。




「勝者、生徒会！」

　金額を集計し終わった審判員の教師が宣言した。

　驚いたのはかじかである。

「お、おい！　どうしてあんなことをした生徒会が勝ちに……」

「ルールにないので」

「え？」

「ルールにないので、金額が多い方が勝ちです」

　あくまで冷製に審判員は応じた。

　かじかとすずみは呆ぼう然ぜんとした。
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「なぁ……これって悪いことしたもん勝ちだってメッセージ？」

　　　　[image: ]　[image: ]
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（作者より：こっち見んな）








　　　水泳部　　　　　　　生徒会




　×ホラーハウス　　　○お化け屋や敷しき

　○メイド喫きつ茶さ　　　　×喫きつ茶さ店てん

　×ピロシキ屋台　　　○カレー屋台

　　ブティック　　　　　フリーマーケット

　　　　　学園祭クィーンコンテスト
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「うひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！　これは、この展開は行けるわ！」

　あざみは高笑い。口は半開き。そして、でこはきらりと光る。

　毎度の生徒会室に戻もどっての作戦会議である。

「ごきげんですね」

「もちろんよ！　計算通りだもの！」

「だからあれが計算なら天才どころか神ですが」

「なら、あたしは神！」

「あんたも警察に行きますか？」

「行くわけないじゃん！　神なんだから！」

「……ああ、病院ですね」

「うるさい！　これで次の勝負に負けても大だい丈じよう夫ぶになったわ！」

　あざみはにやけ顔でそう宣言する。

「勝負に慣れていない小者らしい考え方ですね」

「黙だまらっしゃい。最後のコンテストで勝てればいいわけでしょう？　そのための策略はめぐらせてあるのだから、次のラウンドはそれを確定するためにすべての力を注ぐわ！　有あり藤とうは次のラウンドにも全力で来るわけだから、こちらの策略もやりやすくなるってものよ。

そうでしょう？」

「そうでしょうって、何の策略やらわからないのですが？」

　副会長の問いに、あざみは、ふふふ、と笑う。

「それは女の武器！　これで園その川かわ先生を落とす！」

「落とす？」

「そう。コンテストの審しん査さ員は園川先生！　それを落とせば、確実に勝利に近づく訳よ」

「あれ？　脅きよう迫はくしたから大丈夫、と言ってませんでしたっけ？」

「いいや。まだ安心はできないわ。でも、脅迫をしている時に思ったの」

「何を？」

　副会長が怪け訝げんそうに聞くと、いきなりあざみは夢見るように目を輝かがやかせた。

「園川先生……いや、さよりちゃんは、あたしのことを好きになっちゃったんだって！」

「はぁ？」

「いや、あの目は絶対にそうよ！　あたしをねめつけるオスの目をしていたわ！　ああ、これであたしが誘ゆう惑わくすれば、彼は野や獣じゆうのようになってあたしを襲おそうでしょう！　そしてあたしが学園祭クイーンになるの！　貧弱な小こ娘むすめだった過去とはもうおさらば。あたしが名実共に学園を牛耳るのよ！」

　夢見るように、というか、完全にいっちゃった目であざみは叫さけんだ。

「こ、これは真性！　真性の○○○○！」

　副会長は唖あ然ぜんとしたが、あざみはさらに気合いを入れていた。往年の外国人プロレスラーのように腕うでを胸に叩たたきつけて、がっぽんがっぽん、と音を立てる。

「さぁ、行くわよ！」

　そして、あざみは生徒会室から飛び出していった。副会長を残して。

「いや、これは危険だなぁ……」

　副会長は不安げに言った。

　しかし、彼女はそう言っただけで、とりあえず次の瞬しゆん間かんには、椅い子すに座ってスナック菓が子しを食べはじめていた。




○




　その頃ころ、水泳部のブティックと生徒会のフリーマーケットの戦いは、佳か境きように入って……はいなかった。

「どう見ても今回ばかりは最初から圧あつ倒とう的てきだな」

　かじかは校舎の屋上に立ち、腕を組んで校庭を見下ろしている。

　アーケードが造られており、そこにブランド洋品店が建ち並んでいる。もちろん、大変な盛せい況きようだ。年ねん齢れいを問わず女性が集まり、服や鞄かばんを買いあさっている。

　一方、生徒会のフリーマーケットの前は、ぽつりぽつりと人が通るばかりで、何も売れている気配がない。

「普ふ通つう、圧倒的、とか言ってた側が負けるものですけれど……今回ばかりは本当にあっさりとうちの勝ちみたいですわねぇ」

　すずみがかじかの横にやってきて不思議そうな顔をする。

「向こうがやる気がないのが気になるが、こちらに恐おそれをなしたに違ちがいないとも考えられるな。カカカ」

「そんな悪役が言うようなことを……」

「それにしても、こんなにあっさりと行くなら、アイドルとかお笑い芸人を呼ばなければよかった」

「盛り上がっているなら、別に無む駄だにはなりませんでしょ？」




　かじかとすずみがそんなのんきな会話をしている裏で、陰いん謀ぼうは進行しつつあった。

　そもそも俗ぞく世せにさほど興味がない園川さよりは、学園祭も生徒たちがやっている楽しいことをほほえましく眺ながめるという視点において楽しんでいた。必然としてさよりは生徒たち同様に学園祭に加わるというわけでなく、使われていない教室でただ生徒たちの狂きよう騒そうを眺めていた。

「今回は大して騒そう動どうが起きなくていいなぁ」

　ひとり落ち着くさよりである。

　じゃあ、これまでの呪のろいや死人や逮たい捕ほが騒動でないのか、というと、平時にはこれよりも大きな騒動が起きているという認識なのである。

　と、使われていない教室であるのに、さよりの背後で静かに扉とびらが開いた。

　そこから、ぬ、と顔を出したのは、言うまでもなくあざみである。

「うふふふふふふふ」

　微び妙みようなほくそ笑み方をしながら、あざみはするりと教室に入り、ごくさりげなく掃そう除じ道具入れに歩み寄り、しごく当然のことのように長なが柄えのホウキを取り出すと、まったくもって自然な動作でスライドする扉の内側にホウキでつっかい棒をかませた。もちろん、二本目のホウキを、さも朝に歯を磨みがくかのようななにげない態度でとってくると、反対側の扉につっかい棒をすることも忘れない

　ところで、もちろんさよりはあざみの一連の動作をしっかりと目もく撃げきしていた。

「何をしている」

「え？　何もしてませんよ？」

　めちゃくちゃ緊きん張ちようした態度であざみは言った。

「何もしていない、じゃなくて、そのつっかい棒は……」

「つっかい棒？　そんなもの見えませんが？」

　あざみがすっとぼけているので、さよりは立ち上がった。扉に向かってつかつかと歩み寄っていく。

「あ！　先生、あたしが外しますから！」

　あざみは、ひょい、とさよりの前方に割わり込んだ。

　そして、つっかい棒の前にわざわざしゃがみ込むと、棒を握にぎって引っ張るフリをしはじめた。

「あれ、とれないなぁ。ひっかかっちゃったのかなぁ」

　文字通り棒読みで言いながら、あざみはしゃがみ込んだ格好から、膝ひざをついて四つんばいになる。

　相も変わらず棒を握って引っ張るフリを続けながら、あくまでさりげなく、お尻しりをさよりの方に向けて、つん、と突つき上げる。

（は、恥はずかしいけれど、これでさよりちゃんを落とせる……！）

　内心でそう思いながら、あざみはさらに尻を突き上げる。ミニスカートの制服であるから、当然後ろからはパンツが丸見えになっているはずであり、さよりも目のやり場に困っているはずだった。

「あれ、とれないなぁとれないなぁ」

（で、でも、ここまでやって、まだあたしを襲おそってこないなんて……！）

　あざみは、ちらちらと後ろを窺うかがう。

　しかし、そこで目に入ったのは、ドン引きしているさよりの姿だった。

　照れている、というよりは、明らかに具合が悪そうに、机に顔を伏ふせてうなだれていた。

（これは作戦を変えるしか！）

「せ、先生、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　あざみは立ち上がると、さよりに駆かけ寄より、その背中に手をかけた。

「い、いや、大丈夫だから……」

　さよりは起きあがってあざみから少し離はなれるように座っていた椅い子すをずらした。

「そ、そうですか」

　正直、あざみとしては次の〝さりげない〟手段が無くなっていた。

（ど、どうする……どうやって〝さりげなく〟さよりちゃんを誘ゆう惑わくする……？）

　あざみは必死に考えをめぐらせる。

　そして、いきなり結論を出した。

　急にものすごい勢いで走り出すと、あっという間にカーテンを閉めはじめた。

「さ、さっきからおかしいぞ！　何でカーテンを閉めはじめる！」

「に、日光が入って、暑いからです！」

「嘘うそだっ！」

　否定するさよりだが、カーテンを閉めるあざみの真意については指し摘てきできなかった。

　本来、先読みの天才であるさよりは、ほとんどのトラブルを事前に避さけることが出来る。しかし、彼の性格上、少しばかり女性にはうといところがあり、ことそちら方面のことだけは、まったく予測できなくなってしまうのである。

「あ、あついんです！　あついんです！」

　確かにあざみは汗あせをかいている。

　が、その汗は気温によるものではないだろう。妙みようにぬらぬらとした汗をでこに輝かがやかせているのだ。

「ハァハァ……ハァハァ……」

　息を荒あらくしながら、じりじりとあざみはさよりににじり寄っていく。手は大きく広げられており、まるで街角に貼はられているプロレスのポスターにおけるパワータイプの外国人レスラーそのままのポーズだ。

「な、何をする気だ……。というか、落ち着いて、玄げん岡おか君……！」

　怯おびえるさよりである。

「おおおおおおおお、おちついてます！　あああああああ、あついからぬぎます！」

　あざみは、いきなり自分のシャツに手をかけると、ボタンをはずさずに、がば、と頭から引き抜ぬいた。

「うわわわわ……！」

　上半身が下着だけの姿になったあざみを見て、さよりはうろたえる。

　一方、こんなことをしながらあざみ自身も顔を真っ赤にしてうろたえている。

「ハァハァ……。やめて！　そんな目で見ないで！」

「そっちが見せてるんじゃないか！」

「せ、先生が……さよりちゃんがさせてるんだからね！」

　でこを光らせて、赤ら顔で、目がいっちゃってて、しかも半はん裸らの少女が、襲う気満々でじりじりとにじり寄ってくる光景は、甘かん美びと言うよりは悪夢だ。
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「いやぁ！　こないで！」

　来ないで、と言っているのはあざみである。もちろん、そう言いながらも足は一歩、また一歩と前に出て行く。

「うわわわ……！」

〝うわ〟以外に言うことが無くなったさよりは、教室をあとずさる。かじかの時のように決然とした態度がとれないのは、襲ってくる女性に余よ裕ゆうがあるかないかの差である。

　そして、いよいよさよりは追いつめられた。教室の隅すみに背中をつけ、怯えて震ふるえる子犬状態である。

「かか、堪かん忍にんして、あ、あたしを抱だきなさい！」

　テンパっている割にはストレートにあざみは要求する。もはや全身に玉の汗をかいていた。汗は胸を伝って、ブラジャーで押おし上げられている胸の谷間に水たまりを作っている。

「うわ、うわ！　だ、だからどうしてそんなことをしてるんだ！」

「な、なんでこんなことをしているんだっけ……」

　すでにわけがわからなくなっているあざみである。上気した顔で、ほわわん、としながら、ゆっくりと、しかし力強くさよりを押さえつけた。

「ちょ、落ち着いて！　だから、駄だ目めだから、こんなことしたら！」

「だ、だいじょうぶ。だって、あたし、さよりちゃんのこと好きだから！」

　叫さけぶと、あざみは一気にさよりを押し倒たおしにかかった。胸の谷間の汗が、ぴしゃ、とさよりの胸にはじける。

「うわぁああ！」

「好きぃ、好きぃ！」

　うわごとのようにつぶやきながらも、あざみはさよりにのしかかり、マウントポジションを確保する。足は自らの踵かかとを、さよりの膝ひざの裏に押し当てて完全にコントロールする日本の古式柔じゆう術じゆつスタイル。

「うわぁ！　どうしてそんなにがっちりとしたガードを！」

「それは、あなたのことが好きだから！」

　めちゃくちゃなことを言うあざみである。

「好きとかって、そんないきなり！　君は僕のことを脅きよう迫はくしてたじゃないか！」

「脅迫からはじまる恋こいもあります！」

「どっちにしろ、それは強ごう姦かんと言うんだ！」

「そんなことはありません！　あたらしい萌もえ属性、〝キョウハクデレ〟です！」

「長いよ！」

「うふふふふふ……そんなことより、早く……」

　あざみは背中に手を回し、ブラジャーを外しにかかる。

「うわ、ちょい、ま、待った……！」

「ま、待ちません……！」

　そして、あざみのブラジャーが、はらり、と外れる瞬しゆん間かん……。

　がしゃーん。

　いきなり教室の窓が割れる音が響ひびいた。

「へ？」

　あざみが、ふと顔をあげる。

　そのでこに一いつ升しよう瓶びんがぶちあたる。

「ぐばぁ！」

　あざみはでこを押さえて転がる。

「え？」

　さよりは身体を起こす。

　割れた窓から手が伸のび、閉まっていた鍵かぎを開ける。続いて、よっこいしょ、と窓から入ってきたのはしいらだった。

「愛あい甲こう君！　助かった！」

　さよりは、ほっとした声を出す。

「むー」

　うなり声をあげただけで応こたえ、しいらは転がっていた一升瓶を拾い上げた。

　ようやく起きあがったあざみはすごい剣けん幕まくでしいらにくってかかる。

「きーっ！　何をしますのよ！」

「不純異性交遊……」

　しいらは特に怯おびえることもなく、淡たん々たんと言う。

　しかし、あざみはそんな指し摘てきをされたくらいで衝しよう撃げきを受けるようなタマではなかった。

「合意の上よ！」

　断言した。

　しかも嘘うそをついているのではなく、自分でも本当にそう信じ込んでいる目をしていた。

「合意じゃない！」

　さよりが思わずそう言うと、あざみはショックを受けた顔になった。

「そ、そんなこと言わないでよ、さよりちゃん！　あたしのこと、嫌きらいになったの？」

「最初から好きじゃない！」

「またまたぁ」

　あざみはさよりににじり寄りはじめる。

「うわ、来るな！」

　さよりが、思わず逃にげ出すと、その間にしいらが割って入った。

「駄目」

　酔よっぱらった赤ら顔で、あざみの前進を阻そ止しする。

「どきなさいよ！」

　あざみがそれを押おしのけようとするが、しいらはあざみの手首をつかんで放さない。

「なにするのよ！」

「だめ」

　あざみとしいらはにらみ合う。

「前にも言ったけど、あなたとさよりちゃんの不純行こう為いをばらすわよ！」

「いい」

　しいらはうなずいた。

「それでも、いい」

　いつもの酔っぱらい顔ながら、きっぱりと言い切るしいらの表情にはなかなかの迫はく力りよくがある。

「いや、だから、ばらしたら玄岡君の行為もばれるんだけど……」

　さよりがごく冷静に突つっ込むが、あざみもしいらも聞いていなかった。

「不純行為がばれたら教師を追放されて人生めちゃくちゃよ！」

「だいじょうぶ。結けつ婚こんする」

　ぐい、としいらはさよりを抱だき寄よせた。

　さよりはいきなりのことで抵てい抗こうできず、その豊かな胸に頬ほおを押しつけられてしまう。

「は？」

「結婚する」

　しいらは繰くり返し、あざみは、ぽかん、とした。

「ちょ、ちょっとあんた！　結婚なんてできるわけないでしょーに！　高校聖夫婦かっつーの！」

「結婚する」

　うなずきながらしいらは言った。

　あざみは、いきなり逆上した。

「きーっ！　そんなこと許されるわけないでしょ！　さよりちゃんをよこしなさい！　そして、学園はあたしのものよ！」

　毎度の妄もう言げんを吐はきながら、あざみはさよりにつかみかかった。しいらとあざみとさよりは、押しくらまんじゅう状態になってもみ合う。

「はなせ！」

「やだ」

「痛い！」

　ぎゃーぎゃーと騒さわぎながら三人のかたまりは教室内をふらふらとしはじめる。

「さよりちゃんはあたしの！」

「違ちがう。あたしが結婚する」

「ああ、もう！　何やってるんだよ！」

　さよりがいい加減、嫌いやになってしまったその時、唐とう突とつに教室の真下がぱっくりと割れた。

　唐突に、というか何の脈みやく絡らくもなくて申し訳ないのだが、ご容よう赦しやいただきたい。床ゆか板いたが外れた、というか、完全にくるりと一回転したのである。まるで忍にん者じや屋や敷しきの壁かべがそのまま床ゆかになったかのようだ。

「きゃあああ！」

「うわ」

　あざみとしいらは悲鳴をあげた。

　三人と、教室に並んでいた机と椅い子すが、支えを失って、あっという間に落下をはじめる。

　が、さすがに色いろ恋こい沙ざ汰たでなければ、さよりも先読みが利く。一いつ瞬しゆんのうちに教室の椅子のひとつをつかむと、それを壁に投げつけていた。

　壁に向かって飛んだ椅子は、撥はね返って落下中の机にぶちあたる。

　と、驚おどろくべきことが起こった。椅子に押された机は、空中で隣となりの机にぶちあたり、やがていくつもの机がビリヤードの玉のごとくにはじけはじめたのだ。

　教室の床が抜ぬけたその底に、机は次々と落下し、何かに導かれたように積み重ねられていく。

　そして、あざみとしいらとさよりは、その積み重なった机の上に、どさり、と着地する。なんと、さよりは椅子がどのように撥ね返るかまで計算していたのである。

　教室は一階にある。穴の底は建築資材がむき出しになった床ゆか下しただった。

「だ、誰だ、こんな危ないことをするのは……って、一人しかいないか……」

「さよりちゃーん！」

　穴の上から叫さけびながらダイビングしてきたのは、かじかである。

　狙ねらい違わずさよりの胸の中に飛とび込み、さよりを抱かかえ上げ……ようとして机に激げき突とつした。もちろんそれを予測していたさよりが、再び椅子を投げてその反射を利用し、見事にかじかの前に机を用意したからである。

「そんなことするなんて危ないでしょ、もう」

　かじかは顔面から落ちたのに痛みすらないのか、ひょいと起きあがると〝もう、しょうがないなぁ〟と新しん婚こん夫婦がじゃれるかのような態度で、さよりの頭を人差し指でこづいた。

「……意外に元気だね」

「だって、さよりちゃんが危ないって思って、駆かけつけてきたんだもん！」

　いまいち話が通じていないが、さよりとかじかの会話はいつもこんなものである。

「危なくはあったけど……教室にこんな仕し掛かけを造って人を落とす方が危ない」

「気にするな！　教室をテロリストに占せん拠きよされたとき、生徒もろともテロリストを殲せん滅めつするための仕掛けとして造ってみただけだ！　今回の場合は、しいらはどうせ大だい丈じよう夫ぶだし、さよりちゃんは何かあっても、私が助けるから問題ない！　カカカ！」

　かじかは高笑いをする。が、途と中ちゆうで〝何かがおかしい〟と気づいたようだった。不意に笑いを止めて、はっ、とした顔になる。

　このとき、間ま抜ぬけなことにさよりも自分がどのような状態にあるのかを把は握あくしていなかった。そして、自分の身体の下を見て、ぎょっとする。

「うわ！」

　さよりの身体の下には、気絶したあざみが横たわっていた。あざみの上半身はブラジャーだけで、それも上側にずれてしまっている。胸の上にはさよりの手が置かれ、危ないところは隠かくれてはいるが、さよりがしっかりと胸をもみしだいている図は、それなりに十八禁である。

　まして下半身はもっと問題だった。さよりの胴どうの部分が、あざみの足によって挟はさまれているのである。それだけならまだしも、あざみがスカートを穿はいたままというのはまずかった。スカートの布地がさよりの股こ間かんにちょうどかかっており、外から見ると、絶賛挿そう入にゆう中というふうにしか見えない。

「さ、さより、ちゃんが、即そくハメ……！」

　かじかは呆ぼう然ぜんとして、二、三歩、後ろによろめく。

「ち、違う、これは……」

「け、結けつ婚こん」

　まだ状じよう況きようがつかめていないしいらが、先ほどまでの口くち癖ぐせが残っているのか、ぽつり、と言った。




・即ハメ

　↓

・即子宝

　↓

・即結納




「な、そんな馬ば鹿かな！　さよりちゃんが、玄岡あざみに汚された……！」

　かじかは、そうもごもごとつぶやくと、いきなり振ふり返って走り出した。

「さよりちゃんのばかー！」

　かじかは走る。

　積み上がった机の上を。

　しかし、もちろん積み上がった机の上は狭せまい。

「あ、そっちは何もない……」

　さよりが声をかけるが、かじかはそのまま止まらず空中に足を踏ふみ出し……。

　飛んだ。
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「え？」

　さよりは目を丸くした。

　かじかは手を広げて聖者のようなポーズでふわふわと空中に浮ういている。

「と、飛べるの？」

　まぁ、かじかなら飛べてもおかしくない。

「さよりちゃんのばかー！」

　飛べる割には俗ぞくっぽいことを言いながら、かじかは〝ぱらいそ〟に村のみんなも連れて行きそうな勢いで飛ひ翔しようして行った。

　床ゆかに開いた穴から出る瞬しゆん間かんに、ちょっとだけさよりを振り返ったが、その瞳ひとみに涙なみだが浮かんでいるようにさよりには見えた。

「え……？　まさか……？」

　さよりは、どきり、とした。

　しかし、それも股間に違い和わ感かんを覚えるまでのことだった。
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　あざみが気を失いつつも、腰こしをさよりにこすりつけていたのである。




　ところで、水泳部と生徒会の勝負は、順当に水泳部のブティックの勝ちとなり、最終決戦は学園祭クィーンコンテストに持ち込まれることとなったのである！








　　水泳部　　　　　　　　生徒会




　×ホラーハウス　　　○お化け屋や敷しき

　○メイド喫きつ茶さ　　　　×喫きつ茶さ店てん

　×ピロシキ屋台　　　○カレー屋台

　○ブティック　　　　×フリーマーケット

　　　　　学園祭クィーンコンテスト
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　美人コンテストというもの、世間で非難は多かれど、一向になくなる気配はない。男性上位社会の産物だと言ってしまえばコトは単純だが、実際、それで選ばれた女性は、外見とちょいとの話術で男どもを顎あごでこき使える能力の持ち主であるわけで、考えようによっては女性にとってまたとない〝自分を試す〟チャンスということなのかもしれない。そう考えると、美人コンテストとは戦いであり、なんとも男らしい行こう為いのようにも思えてくる。

　さて、学園祭のトリを飾かざる『学園祭クィーンコンテスト』は、やはり女子校であるこの学園において、最も男らしい催もよおし物なのであった。

　第一次審しん査さは、来場の男子生徒たち数十人によって行われる。これは壇だん上じようから挨あい拶さつをしただけの参加者を、〝アリ〟か〝ナシ〟かで選ぶというもので、〝ナシ〟が〝アリ〟を上回ると失格というシビアなものだ。

　第二次審査はパフォーマンス。審査形式は同じだが、一次審査を突とつ破ぱした者が得意の芸で勝負する。大たい抵ていは歌か踊おどりだ。

　そして、最後が水着、あるいはコスプレ審査。ここで審査委員の登場となる。今回の場合は園その川かわさより。最後にただ一人を選ぶ係である。ここでただ一人の男の独断と偏へん見けんとなるところで、二次審査までの残ざん酷こくさが緩かん和わされると言っていい。そして、審査員は、自身の女の趣しゆ味みを明らかにしてしまうことになり、その後、延々と冷やかされるという重荷を背負うことになるのだが、それでも男性教師にとっては、嬉うれし恥はずかしの名めい誉よな役目だったりもする。

　今回のコンテストの事前盛り上がりは結構なものがあった。水泳部と生徒会が勝負をしているというのは知れ渡わたっており、最後の勝負がここでの一いつ騎き打うちになったことで、注目が集まりはじめているのだ。

　会場となる、校庭中央のステージ周辺には、すでに他校の男子生徒たちが集まり、先着順の一次～二次の審査員になろうと必死だった。




　そんな中、体育館に臨時に造られた出場生徒の控ひかえ室は、えらいことになっていた。かじかとあざみが顔を合わせないように、控え室を東西に置いたのはいいが、東のかじかはどういうわけか、ひどく落ち込んでいたのである。

　普ふ段だんなら、女生徒の前であっても豪ごう快かいで派手なかじかである。それが沈しずんでいるとあっては、何かあったのか、と周囲も噂うわさしてしまう。

　もちろん、原因はあれなのだが、生徒たちにそんな事情を知るものはいない。

「なんとかならないもんですかしら？」

　心配そうに言ったのは、審査員控え室にいるすずみである。めだか、しいらとともに、さよりを囲んで座っている。

「そりゃあ、何かおかしいとは思うし、何とかなって欲しいとは思うけれど、あの後も事情は説明したわけだし」

　さよりは、半ばぼやくように言う。

　本人からも、またしいらからも、かじかに事情説明はしている。ところが、かじかは聞く耳持たないのである。

「まぁ、頑がん固こですものねぇ、あの娘こ」

　すずみも、困り果てた、といった表情。

「しかし、いつも自信家なのに、どうして……」

　さよりが首をひねると、すずみは、ふぅ、とため息をついて、

「本当、そっちは全然ニブいんですのね。あれで部長もウブなところがあったり、弱いところもあるんですのよ……って、わたくしが言うことじゃありませんわねぇ」

　と言うや、ひょいと立ち去ってしまう。

　さよりとしても、何か投げ出されてしまったような気分である。

「そりゃ、わからないけどなぁ」

　うめいても仕方のないことなのだが、うめくしかない。

　かじかがどうして欲しいのかがまったくわからないわけで、これは情報さえあれば大抵のことは見通せてしまうさよりにとってみれば大変なストレスである。

「ああ、もう」

　またもいらいらとつぶやくさよりであった。




　ところで西側の控え室は西側の控え室で大変なのであった。

　あざみはすでにさよりとコトを終えたつもりになっていたのである！

　そこに加えて、かじかの落ち込みである。あざみは、もう絶好調になっていた。

「会長、どうしたんです？　何があったんです、有あり藤とうさんと？」

　そう生徒の一人に問われれば、待ってましたとばかりに遠い目をするあざみである。

「あたしが、さよりちゃんと、ちょっと……ね……」

　その思わせぶりな言葉にざわつく西側控え室である。

　もちろん、噂はすぐに広まっていく。




　　　　　　　　「会長が……」

　　　　　　　　　　　　　「さよりちゃんと……」

　　　　　　「やったらしいよ……」

　　　　　　　　　　　　　　　　　「ええ！　まさか、アレを……？」

　　　　　　　　「そうアレ……」

　　　「すごいプレイだったって……」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「プレイ？」

　　　　　　　　　　　　　「そう。縛しばって……」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「縛って？」

　　「その上に、スカトロ……」

　　　　　　　　　　　　　「スカトロって何？」

　　　　　　　　　　　　　「さぁ？　大トロ、中トロ、スカトロってやつじゃない？」

　　　「じゃあ、裸はだかにして、その上でお寿す司しを食べるあれね！」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「うわ、もうそんな仲なの……！」




　いささか妙みような方向に流れていく噂である。

　さすがにさよりの耳にも噂は入ってきているが、否定してもしょうがないことはさよりでなくとも予測できる。さよりとしては、イライラするしかない。

　そして、かじかは立ち直らず、あざみは調子に乗ったままだ。

　それでも、時間は淡たん々たんと流れ、いよいよ、『学園祭クィーンコンテスト』がやってきたのだった。




○




「さぁ、皆みなさんお待ちかね！　今年の学園祭クィーンコンテストのはじまりだよ！」

　司会は放送部の生徒である。あまり司会としてはうまくなくとも、かじか対あざみの事情を事前に知っている他校男子生徒たちは早くもヒートアップしている。

「いやー、やっぱりかじか様でしょ？」

「ああ。生徒会長なんて顔知らないしな」

「かじか様にかなう生徒なんかいないだろ」

「だけど、最後まで残して決勝で対戦させるってのは、ありだろ？」

「あはは、そりゃアリかもな」

「かっじっか！　かっじっか！」

「かじか様ーっ！」

　コールをはじめる他校男子生徒だが、それを手を振ふって静かにした司会はエントリーナンバー一番からの入場を促うながす。

　拍はく手しゆと共に出てきたのは、さすがに美少女ではあるが、やや軽い印象の少女である。だが、気の毒なことに、会場はかじか対会長への期待に満ちており、その扱あつかいはややいい加減なものにならざるをえない。

　そして、次から次に美少女が出てくるが、期待にはじけそうになっている会場では、その誰もさほどのインパクトを与あたえることには成功していない。予選で落とされる生徒の中にも、かなりの美少女が混じるなど、審しん査さもなおざりになっていることを裏付けていた。

「さぁ、いよいよ、第一次審査も大おお詰づめ！　最後の二人となりました！」

　会場が、どっ、と沸わく。

「エントリーナンバー13。有藤かじかさん！」

　他校男子生徒たちの絶ぜつ叫きようは最高潮に達する。

　足を踏ふみならす者、奇き声せいを上げる者、拳こぶしを突つき上げる者。日常の鬱うつ憤ぷんを忘れようとするような狂きよう騒そうが会場を支配する。過去、それほどまでのカリスマ性をステージでは発揮してきたかじかなのだった。

　そして、かじかの姿が現れた。

　制服姿である。

　が、次の瞬しゆん間かん、会場の歓かん声せいは、疑問のざわつきに変わっていた。

　かじかは暗い顔で、とぼとぼと壇だん上じように進み出てきたからである。

「あ……あれ……？　かじか様って、あんなんだったっけ……？」

「え？　演出じゃないの？」

「いや、ショックを受けてたって噂は本当なんじゃあ……」

　なまじカリスマ性があるだけに、会場の皆の心配も大きい。

　が、そんなざわつきを知ってか知らずか、かじかはうつむいたまま、差し出されたマイクに暗い声を出したのみであった。

「有藤かじかです……よろしく」

　その暗い態度に司会も突っ込みどころがない。

「あ……あー……えー……有藤かじかさんでした。審査員の方は、お手元の〝アリ〟〝ナシ〟ボタンを押おしてください」

　盛り上がるタイミングを外されてしまった男子生徒たちは、困こん惑わくを顔に浮うかべた。いつボタンを押したものかと迷っている風の者が大半だ。

　しかし、司会が「ボタンを」ともう一度言ってから、三々五々ボタンが押されはじめ、ステージの背後に設置された電光掲けい示じ板ばんが動き始める。

　結果、アリ６２、ナシ３８。

　第一次審査は通過だが、かじかの成績としては、少々低すぎる。

「だから、あれも演出なんだよ！　最後にはいつものかじか様になるんだよ！」

「俺たちを試してるんだよ！　何もしなくても忠誠心があるかどうか！」

「わかんねぇよ！　お前の言ってたほどじゃねぇじゃん！　顔はいいかもしんねぇけど、あんな暗くてなんもわかんねぇよ！」

「信者乙おつ。大したこと無いな」

「いや、昔のかじかはすごかったんだ。でも、劣れつ化かしたな。今や地じ雷らい女」

「てめぇ！　ふざけんな！　かじか様なめんな！」

「信者うぜぇ」

「てめぇ、やんのかごるぁ！」

　審査員たちが喧けん嘩かをはじめてしまう始末だった。

　その喧嘩を見ていないかのように、かじかは頭を下げると、さっさと舞ぶ台たい袖そでに引っ込んでしまう。

　残された司会はうろたえつつも、とっとと進行してしまおうと大声を出した。

「さ、さぁ！　なんと次は我が学園の生徒会長がエントリーだ！　エントリーナンバー14。玄岡あざみさん！」

　会場のざわつきがやや収まる。

　あざみが自信にあふれた様子で歩み出てきた。

　きちんと伸のびた背筋。ぴしっと着こなした制服。きつめで神経質そうな顔。そして、光ひかり輝かがやく眼鏡とでこ。眼鏡はもちろんダテである。副会長の助言でかけてきたのだ。

　と、あざみがマイクの前に立つ頃ころには、会場は静まりかえっていた。

　どういうわけか、とあざみもいぶかしく思った次の瞬間のことだった。

「おおおおおおおお！　本物の生徒会長だ！」

「眼鏡だ！　でこだ！」

「委員長キャラだ！　そのままだ！」

「あ、あざみって言うのか！　あざみさーん！　いや、あざみ会長！」

　あざみは心中で感激に打ち震ふるえた。

（こ、これが副会長の言っていたでこが好きな男たち……！）

　そして、マイクをつかんで一声。

「生徒会長の玄岡あざみです」

　わぁあああ！　と反はん響きようがある。

「声も冷たいぞ！」

「萌もえキャラだ！　ツンデレだ！」

「いや、ツンツンだ！　ツンデレはツンだけでいい！」

　男子生徒たちはベタな生徒会長が実在したことに沸わき立っている。

　女子校であったこともあり、あざみはここまで男子生徒に騒さわがれたことはもちろんなく、一気に舞まい上がってしまった。

「騒がないでください。静かに観覧してください。まったく、これだから男子は。ホント、がさつだわ！」

　ベタな生徒会長像を演じてしまうあざみである。

　当然、会場は大だい爆ばく発はつだ。

「ひゃああ！　しかって！　もっとしかって！」

「会長！　がさつでごめんなさい！」

　もはや世界が自分のものになったかのような感覚に襲おそわれるあざみである。

（ああ、そう……あたしはもうさよりちゃんの手によって大人の女にされてしまったんだった！　そういえば、大人の女になれば、男なんてあっさりころころと騙だませるようになるって松本清張の本に書いてあったわ！）

「さ、さぁ！　大反響の会長だけど、どんな審しん判ぱんが下るのか？　スイッチオン！」

　結果、アリ９８、ナシ２。

「優勝は決まりだろ！」

「ち、畜ちく生しよう！　かじか様なめんな！」

「お前だって会長はアリにしただろ！」

「そ、それは何人通しても大だい丈じよう夫ぶな第一次審しん査さだからだろ！」

「畜生！　やっぱりやんのか、ごるぁ！」

「てめぇ、殺すぞ！」

　また審査員たちは喧嘩である。




○




「ああ、また喧嘩してる……」

「かじかが締しめていればこんなことなかったんですけどもねぇ……」

　舞ぶ台たい袖そでから会場を眺ながめて顔を見合わせているのは、さよりとすずみである。

「僕のせいだって言いたげじゃないか」

　さよりは口をとがらせた。

「そんなことありませんわ。でも、どうにかできるのはさよりちゃんだけですしねぇ」

「だから、僕にはその方法がわからないんだよ」

　心底困ったようにさよりが言うと、すずみは、少し不満そうな顔をした。

「それは、教えてあげてもよろしいですけど、わたくしから言うのも業腹ですし、質問されて言うのも気にくわないですわ」

「……何かわかっているなら、教えてくれてもいいじゃないか」

「どうして、そういうところ野暮なんでしょう？」

　すずみはそう言ったきり黙だまり込んだ。

「ああ、もう……」

　さよりとて、なんとなくはわかっている。

　しかし、当然ながら、さよりとしてもそうしたら、何か〝折れた〟ような気がしてしまう。そもそも筋が通っているのはさよりの方なのだ。

　ただ、そんなことを言っていても現状は変化しない。

「園川先生、もうすぐ出演ですので、準備お願いします」

　生徒の一人が舞台袖の後ろから呼びかけてくる。さよりは、困り顔でその生徒にうなずいた。




○




　第二次審査になってからは、他校の男子生徒たちによる審査は言うなればまっとうなものになっていった。焦しよう点てんが〝かじかの跡あとを継つぐ者は誰か？〟になっていったからである。

　もちろん、一番人気は会長のあざみなのだが、新人を捜さがそうという義務感にも似た何かが会場を支配していた。

　参加者のパフォーマンスは、大たい抵ていが歌だった。カラオケ大会みたいなものだ。それでも次々と現れる美少女たちに会場のテンションは段々と上がっていく。だが、テンションの上じよう昇しようは、最終選考に残るためのハードルの低下を意味してはいなかった。むしろハードルは上がっているのだった。

　歌がさしてうまくない女生徒は、次々と落選していく。

　そして、期待と不安の入り交じる視線が壇だん上じように注がれる。

　いよいよ、かじかの出番がやってきたのだ。

「さぁ、第一次審査の地味さは嘘うそなのか？　一発逆転はあるのか？　有藤かじかさん。パフォーマンスは、歌。曲目は……」

　手元のメモをのぞき込んだ司会者が、そこで言葉に詰つまった。

　そして、懐かい疑ぎ的てきな声で、続ける。

「曲目は……き、君が代？」

　会場もざわつく。こういう時の曲としては、最も相応ふさわしくない。

「か、かじか様だからこれも計算のうち……」

「あ、アレンジバージョンだよ。タイマーズとかの……」

　かじか信者もそうは言うものの、元気はない。かじかを否定する側との喧けん嘩かすらもう起こらない状じよう況きよう。

　まばらな拍はく手しゆの中、やはりうつむいてかじかは現れた。

　そして、マイクの前に立つと、いきなり歌い始めた。

「くぃいーむぅいーぐぅうーわーよぉうーわー」

　それはアカペラの君が代であった。

「うわ、ホントにただの君が代だ……」

「しかも、アレンジは加わっているが、ただのアレンジじゃねぇ！　元Ｔ－ＢＯＬＡＮ、森もり友とも嵐あら士しのバージョンだ！」

　そう。かじかの君が代は、ボクシング亀かめ田だ興こう毅きの世界タイトルマッチにおいて森友嵐士が歌った君が代のそれだったのだ！

「ぐぉうくぇぬぉうー、むぅうすぅううむぅうわぁああどぅえええー」

　歌は終わったが、拍手はなかった。

　会場は静まりかえっている。

　結果を聞く前にかじかは壇上から引っ込んでいる。

「あ、え、えーと、それでは審しん査さをお願いします！」

　慌あわてた司会の声で、ボタンが押おされはじめる。

　結果、アリ５１、ナシ４９。

　すれすれでの合格である。

　ため息のようなざわめきが会場に広がっていく。

「あ、えーと、面白いパフォーマンスでした。合格です。さ、次は、先ほども大人気の生徒会長、玄岡あざみさんで、パフォーマンスは……ポエトリーリーディング！」

　会場が再び盛り上がる。

　ポエトリーリーディングとは、自作の詩を読み上げる表現のことで、古くはアメリカのビート文学が発はつ祥しようであるが、現在ではヒップホップにおけるライムにその影えい響きようが見られる。

　しかし、歓かん声せいの中登場したあざみの読み始めた詩は、いわゆる電波萌もえソングの詩であった。





　あたしは生徒会長。

　今日も校則違い反はんを見張るけど、心の奥おくではしてみたいと思ってる。

　不純なコト……






　会場の盛り上がりは限界を突とつ破ぱする。




○




「あ、あざといことをなさるものね……」

　控ひかえ室でモニターを見ながら、すずみはつぶやく。

　その横には支度を終えたさよりがいるが、こちらも相変わらずの渋しぶい表情だ。

「ああいうのが好きな子が多いんだろうね」

　はぁ、とため息をつくさよりである。

「じゃあ、出番になりますんで！」

　いきなり控え室のドアが開き、係の生徒がさよりを呼んだ。

「わかった」

　さよりはうなずくと、控え室を出て行く。

　と、その背中にすずみが呼びかけた。

「どちらにしろ、はっきりさせなくちゃいけないんですから、今回は、すっとぼけるのはナシ、ですわよ」

「わかってはいるんだよ……」

　さよりはぼやいた。

　審査委員長として、最後に優勝を選ぶのがさよりの仕事である。結局のところ、今回に限って言えば、あざみかかじかのどちらかを選ばなくてはならないわけだ。

　で、あざみに脅おどされているだけだったなら、別段、何の問題もなくかじかを選べた。そして、顧こ問もんなのだから、で言い訳も立ったし、あとであざみに何を言われようが問題はないのだった。

　しかし、現状では実に困ったことになっている。

　かじかの元気が無く、評価が芳かんばしくない以上、かじかを選ぶことは、さよりにかじかに対する特別な感情があることになってしまう。とはいえ、あざみを選べば、あざみの誤解は深まるばかりということになる。

　さらに、お茶を濁にごせば、生徒は暴動を起こすに決まっている。

　考え事をしているうち、最終選考の開始を司会が告げた。

「いよいよ最終選考です！　今回の審査委員長は、最年少教師、天才の園川さより先生！」

　拍はく手しゆの中、さよりは壇だん上じように歩いていく。他校の女生徒から、「かわいー」と声が飛ぶ。

「審査委員長を、やらされることになった園川です。えー、独断と偏へん見けんで審査する……と、趣しゆ味みがどうこう言われそうなので、歓声の大きさで決めようかと思っています」

　そんな無難な挨あい拶さつをするさよりである。

　が、会場からは冷やかしに似たブーイング。

「えー、あざみ会長を色っぽくしたのは、さよりちゃんでしょ！」

「うそー！　ショック！　有藤さんだから許してたのに！」

　ざわざわ。

　ざわつきが収まらなくなる。

　司会が手を振ふって、それを鎮しずめ、さよりをステージ脇わきの椅い子すに誘ゆう導どうした。

「では、皆みな様さまお待ちかねのコスプレパフォーマンスです！　まずは、ナンバー３古屋みつえさん！」

　最終審しん査さまで残っていたのは４人だけ。それほど厳しい二次審査だったわけだが、それに生き残った生徒たちだけに、ルックス、歌、受け答えのどれも高いレベルにある。

　メイド服コスプレによる歌、そして水着による歌、と二人のパフォーマンスが続いた。どちらもアイドルはだしであり、会場を盛り上げていく。

　しかし、かじかの順番になると、会場は一気にトーンダウン。

「こ、今回も駄だ目めなのか……」

「また君が代やられたらたまんねー」

　嫌いやなざわめきの残る会場に、またもタイミング悪くひょっこりと出現したのは、うさぎの着ぐるみだった。

「うわ、コスプレっていうけど……」

「着ぐるみ……？」

「顔見えないじゃん……」

　そのあらゆる意味での間の悪さに、さすがにげんなりとした空気が流れる。

　その着ぐるみうさぎは、ふらふらと歩いてきて、ひょこひょこと奇き妙みような踊おどりともつかない動きをはじめる。

　もはやそこに至って、ブーイングははっきりとしたものに。

「おらー！」

「ひっこめー！」

「何やってるんだー！」

　騒さわぎ立てる客に、着ぐるみのうさぎは怯おびえた様子だった。頭を腕うでで抱かかえ込むようにすると、しゃがみ込む。

　それでも収まらないブーイングに、とうとう着ぐるみのうさぎは、その頭部を外してしまった。

　そして、その下から現れた顔は、なんと、かじかではなかった。

　さすがに一同は驚おどろく。

「あ、あの……有藤さんに頼たのまれて、なんとか誤ご魔ま化かしてくれって……」

　小さな声で、彼女は言った。

　驚いて駆かけ寄よった司会者がマイクを向ける。

「え？　それは本当ですか？」

「は、はい。会場の裏で頼まれて、半ば無理やり……」

「そ、そうですか……。え、えー……もし、終しゆう了りようまでに有藤さんが本当に来なかった場合、棄き権けんとなりますので、ご了りよう承しようください……では、先に玄岡さんのパフォーマンスを！」

　着ぐるみうさぎは、舞ぶ台たい袖そでに引っ込んでいった。

　会場に暖かさが戻もどる。

　しかし、審査員長席に座ったさよりにはひっかかることがあった。着ぐるみうさぎを着せられた少女が、この学園の生徒でなかったからである。

（どういうことなんだろう……？）

　が、その小さな疑問は、歓かん声せいにかき消される。

　あざみが壇上に駆け上がってきたのだ。

　その服装は、チャイナドレス。

　やはりここもあざとい。

「セクシー！」

「その真面目さとのギャップがサイコー！」

　歓声があがる。カンペキにそういうイメージであざみは見られている。

　パフォーマンスは、なんと手品。

「え、えーと、この棒が、あっという間に花に……花に……」

　あざみは挨あい拶さつ代わりにステッキを花束に変えようとするが、失敗してステッキを何度も手の中でばたばたさせる。

　そして、やっとステッキを花束に変えて、安心したように微笑ほほえむ。

「かわいー！」

「不器用なのに無理してるところがイイ！」

　元々が市し販はんの手品グッズであるのだから、ほぼ失敗しようがなく、もちろん一連のあざみの小こ芝しば居いなのだが、相も変わらず破は壊かい力だけは抜ばつ群ぐんだ。

（ちょろい！　ちょろいわ！　これが、でこ眼鏡キャラの特権なのね！）

　ノリノリのあざみである。

　さらに、ハンカチの色を変えるのを失敗したフリをして、ハンカチを落とし、チャイナドレスのスリットから足が出る形でしゃがみ込む。

　悲鳴に近い歓声が上がる。

　その後もあざみの手品は続き、適度に起こすドジと、やや過か剰じようなお色気で会場を熱ねつ狂きようの渦うずに巻まき込んでいる。

（世界はあたしのもの……！　いや、あたしこそが世界……！）

「さぁ、これで最終審しん査さのパフォーマンスは終わり……いや、規定では一人五分が与あたえられていますが、各自やや短かったため、あと三分が残っています。あと三分以内に有藤さんが帰ってこなければ、審査を開始することといたしましょう。では、その三分の間に、審査委員長の園川先生に感想をうかがいます」
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　司会者がさよりに駆け寄りマイクを向けた。

「先生、やはり人気では玄岡あざみ会長のようですが？」

「そうだね。やっぱり人気なんじゃない？」

「園川先生は、水泳部の顧こ問もんですから、水泳部の有藤さんのことは気になります？」

「棄権したんなら、しょうがないよね」

　どこかはぐらかすように答えるさよりである。

　そこに気づいた司会は、さらに突つっ込んでくる。

「あの……生徒の間では、有藤さんが園川先生の……その熱ねつ烈れつなファンであることは有名でしたが、最近、玄岡さんとの……関係が噂うわさされていますが」

　その言葉と同時に、ステージに他の参加者とともに並んでいたあざみが、恥はずかしそうに顔を覆おおう。

　またも沸わき上がる会場。

「そ、そんなはずないでしょ？　それに、なんです、関係って？」

　さよりは言うが、司会はそれを聞かずにあざみのところに駆け寄る。

「会長！　そのあたり、どうですか？　もし会長が優勝した場合、その関係、が決め手になったとか……」

　顔を赤らめたあざみは、頬ほおを手で押おさえながら、小さくうなずいた。

「関係……が、どういうものかはわかりませんけど、さよりちゃ……いや、園川先生ったら、強引で……」

　悲鳴が会場に満ちる。

　司会が時計を見た。

「さぁ、それでは、あと三十秒ありますが、園川先生には審査に入っていただきましょうか！　まぁ、聞くまでもないかも知れませんが……」

　司会が意地悪く微笑む。

　会場中の注目がさよりに集まる。

（どうする……）

　めずらしくさよりは迷っていた。

　もはや絶体絶命と言っていい。見事にあざみに追いつめられてしまっていた。

「え、えーと……さ、三十秒なら待とうよ」

　さよりは言った。

　司会としては、ここで盛り下がるのは避さけたいわけで、意図的に意地悪いことを聞く。

「それは、やはり有藤さんのことも忘れられない、と？」

「だ、だから、そういうわけじゃなくて、フェアじゃないというか……」

「いやいや。そういうことでなく、有藤さんのことをどう思っているのか聞きたいわけですよ」

　司会の執しつ拗ような突っ込みに、さよりもここらで観念しなくてはならない、というような空気になる。

「だ、だから……ただひとつ言えることは……」

　さよりも今の空気が嫌いやになってしまっていた。それを逃のがれようと、ふと真しん剣けんな、素直な気持ちを吐と露ろしてみようという気になる。

「僕は……有藤君が、明るく、無茶苦茶でないと……なんか嫌だな」

　さよりが、そう言った瞬しゆん間かんだった。

　司会が、ばっ、と手を広げた。

「さぁ、残り五秒ですが、登場していただきましょう！　有藤かじかさん！」

「え？」

「嘘うそ？」

「なんで？」

　司会の突とつ然ぜんの豹ひよう変へんぶりに、会場に「？」の空気が流れる。

　しかし、その空気を切り裂さいて、突然、ステージに一いち陣じんの風が吹ふいた。

「カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ！」

　例の高笑いである。

　その声の主は、なんと、あのうさぎの着ぐるみからであった。

　うさぎの着ぐるみがステージに歩いてきて、壇だん上じように上がったのだ。

　この学園の生徒でないあの少女が、かじかの声で高笑いをあげている。

「カカカカカカカ！　驚おどろけ皆みなの衆！」

　その少女は、腕うでを大きく振ふるうと、ばっ、と着ぐるみを脱ぬぎ捨すてた。

　下から出現したのは、ビキニの水着姿のかじかであった。

「変装だ！」

「か、かじか様が帰ってきた！」

「これだ！　これが本当のかじか様だ！」

「カカカカカカカ！　特とく殊しゆメイクによる変装だ！　騙だまされただろう！」

　かじかは観衆に呼びかけ、ちら、とさよりを見た。

　さよりはふくれっ面で目をそらす。

「カカカ！　私のパフォーマンスは、これだ！」

　かじかがステージの背後を指さした。そこにあるスクリーンに、いきなり映像が映し出される。

《「知られたくなかったら、生徒会と水泳部の対決、判定員として参加し、生徒会に有利なスコアをつけてちょうだい！　具体的には、入金を誤ご魔ま化かしてちょうだい！」》

　あざみがさよりを脅きよう迫はくしていた時の映像であった。

「な、なんでこんなものが！」

　慌あわてたのはあざみである。

　しかし、もう遅おそい。

　リミックスされたあざみの悪事が、次々と映し出されていく。

《「嘘だっ！　不純異性交遊をネタに脅迫されて怖こわがらない人間なんていないんだ！」》

《「そうだ！　あの霊れい能のう者しやは邪じや神しんに捧ささげるために生まれたての子こ猫ねこをすべて裏庭に投げて殺しているって噂うわさを流すのはどうかしら？」》
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「い、いやぁああああ！」

　あざみはしゃがみ込んでしまう。

「カカカ！　皆の衆！　これがこいつの正体だ！」

　かじかは高笑いをする。

　極めつけが、さよりに迫せまるあざみの映像だった。

《「コンテストの審しん査さ員は園川先生！　それを落とせば、確実に勝利に近づく訳よ」》

《「いや、あの目は絶対にそうよ！　あたしをねめつけるオスの目をしていたわ！　ああ、これであたしが誘ゆう惑わくすれば、彼は野や獣じゆうのようになってあたしを襲おそうでしょう！　そしてあたしが学園祭クイーンになるの！　貧弱な小こ娘むすめだった過去とはもうおさらば。あたしが名実共に学園を牛耳るのよ！」》

　そして、下着姿のあざみの映像が流れはじめる。

　会場は異常な空気が渦うず巻まきはじめた。

　女生徒はあざみに対するブーイング。

　男子生徒はもはや細かいことはどうでもよくなって下着姿に大興奮である。

「カカカ！　盛り上がっただろうが！　最後に私が学園祭クィーンになって締しめてやろうじゃないか！」

　かじかはさよりに歩み寄る。

　さよりはかじかを見て、呆あきれたようにため息をついた。

「どうして映像があるんだ？」

「学校には防災目的で監かん視しカメラがあるのが普ふ通つうだ」

　かじかはにやりとする。

「事情を知っていたのに、落おち込んでいたのかい？」

「私、真剣に落ち込んでいたかもしれないよ？」

　かじかは、いたずらっぽく笑う。

「最後、会場に出てこずに、わざわざ間を持たせたのは？」

「あざみを頂点まで持ち上げてから落とすため。あと、さよりちゃんが私のこと心配してくれるかなーって」

　そう言ったかじかの頬ほおが、やや赤らんでいた。

　さよりは苦笑いをするが、その顔はややほっとしている。

「これじゃあ玄岡君がかわいそうだ。ちゃんと混乱の責任をとれよ？」

「あざみが可哀かわい想そうだってんなら、彼女を学園祭クィーンにしてやれば？」

　かじかが素っ気ない風で言うと、さよりは、あ、と軽い驚おどろきに口を開ける。

「やられた」

　結局、さよりはかじかを学園祭クィーンにしなければならない。

　そういうことだった。

「か、会場は異常なことになっていますが、園川先生に学園祭クィーンを選んでいただきましょう！　学園祭クィーンは……？」

　司会がさっさとまとめようとさよりに向かって走ってきてコメントを求める。

　さよりは、マイクを持つと、落ち着いた声で言った。

「学園祭クィーンは……」
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　ところで、全員がすっかり忘れていたと思うが、首を吊つっていたこちは、学園祭終しゆう了りよう後に出されたゴミに混じって焼しよう却きやく場に送られてしまっていた。

　焼かれて灰になったこちはそれでも復活し、服がないので死体の帷子かたびらを奪うばって学校に向けて歩きはじめたところを、例の心しん霊れい話専門の芸能人に目もく撃げきされ、彼のレパートリーを増やしていたのだけれど、それはまた別のお話。

　時間は少しさかのぼる。




　さよりの頭上を皿が飛んでいく。机の陰かげにいるから安全だが、当たれば相当に痛いだろうことは間ま違ちがいない。

　周囲では怒ど号ごうが渦巻いている。

　さよりが学園祭クィーンを発表した直後、あざみが絶ぜつ叫きようとともにかじかに襲いかかり、それがきっかけとなって学園中が抗こう争そうに巻まき込まれたのである。

　あざみの人間の小ささと下着姿は、結果として熱ねつ狂きよう的なあざみファンを作り出していた。彼らが元気を取り戻もどしたかじかファンと殴なぐり合いを始めたのだ。

「まったくばかばかしい」

　さよりはぼやく。その腕うでの中には、水着姿のかじかがいる。

「いやー、こうしていられるなら、暴動もいいもんだなー」

　かじかは満面の笑みである。

「離はなれるわけにいかないからこうしているだけだからな」

「また、照れちゃって」

「照れてない！」

「えー？　このままイケナイことしてもいいよ？」

　かじかはさよりの服の中に手を入れる。

「馬ば鹿か言ってるんじゃない！」

　さよりは身をよじった。そのわずかの動作で、ぐき、とかじかの手首が音を立てる。

「痛っ！　くっ……なんだよ、優しくなってないじゃん」

　かじかはぼやく。

「うるさい。いい気になるな」

　さよりは言って、学園の半分を支配しているあざみの陣じん地ちを見やる。

　すでに開き直ったのか、下着姿のあざみが生徒会を従えて指示を送っていた。過激なあざみファンが屋台を壊こわして作った角材を持って突撃を繰くり返している。

「……そろそろ大変なことになりそうなんだから米軍でも呼んでくれよ」

　さよりが言うが、かじかはさよりの胸に頬ほおを押おしつけたままだ。さよりの能力なら、この状態のかじかでも引きはがすことができるだろうが、そうしていないということは……。

「やだ。もうちょっと」

　かじかはさよりに甘あまえる。

「なら離れろ」

「やだ」

「……ところで、玄岡君、きっと約束通り学園辞めたりしないよねぇ？」

「そりゃそうだろうな。ま、面白くなっていいや」

「今回の騒そう動どうが収まっても、また何かあるわけか、この学校は……」

　さよりはぼやいて空を見上げた。

　夕焼けが赤かった。

「さよりちゃーん！　さぁ、この際、夕焼けの下で性交を！」

「そこまで調子に乗るな！」

　さよりは身をよじり、かじかは机に頭から突つっ込んだ。

　それから抗争は午後七時まで続いたということだった。







あとがき







《キン○マはダメです。下ネタの中でも下等ですよ》

　と担たん当とうは言ったのです。

　どうも前巻の下ネタあとがきがお気に召めさなかったようで、怒られたわけですよ。

　しかし、次の言葉はこういうものでした。

《キ○タマよりもウ○コでしょう》

　そこか。

　そこなのか。

「しかし、ウ○コは得意じゃないんですよ」

《いや、そんな幅はばの狭せまいことでどうしますか。自ら作品の幅を狭くしてはいけません》

「そうですね」

《そうでしょう》

　なぜだか担当は自信満々です。

「ただ、ウ○コよりもチ○コがいいわけですが、個こ人じん的てきには」

《ダメです！》

「そんなに強く言わなくても」

《チ○コは普ふ通つうすぎます。そんな普通のことではいけません》

「では……」

《ウ○コでしょう》

「そうですか」

《そうですよ》

　というわけで、あとがきはウ○コについて書かなければいけなくなったわけですが、やはり諸々の問題があるわけですよ。キン○マとチ○コの関係ならいくつか書けるわけですがねぇ……。ええ、マンガ『がきデカ』のすばらしさとか。

　あれ、こまわり君が、股こ間かんで割り箸を折るときに、チ○コを巻き付けるんじゃなくて、キ○タマで挟むんですよ。あれは竿よりも玉の力強さを象しよう徴ちようするものとして、全国の玉マニアに勇気を与えたと思うんですよ。

　玉マニアってのは、球体ならなんでも大好きという人のことで、日本のエロ表現に玉が少ないことに異い議ぎを唱えるというイカした男たちのことで……。

《待ちなさい！》

「はぁ」

《だから、なんだかんだで自分の好きな話をしてはいけません》

「それについてはおっしゃる通りで」

《書けないなら書けないでいいですが、担当の意向をくんでください》

「まさしくその通りです」

《こちらも妥だ協きようしているので、せめてあいだをとってください》

「了解しました」

『冷静と情熱の間』ならぬ『ウ○コとキン○マの間』。

　……なんでしょう、それは？

　しかし、命令であればなんとかしないといけません。

　それから二晩ばかり悩みました。

　ウ○コとキン○マをつなぐネタは何なのか？　スカトロマニア、玉マニアを同時に満足させるネタは何なのか？

　そして、風呂に入っている間に気づいたのです。

　そ、そうだ！　ウ○コと言えば肛門！　それと玉の中間と言えば……！

「わかった！　あとがきのネタが決まりました！」

《決まりましたか》

「はい、自信の下ネタです！」

《それは何ですか？》

「『蟻ありの戸と渡わたり』です！」

《はぁ？》

「だから、肛門と玉の中間だから、蟻の戸渡り……」

《わかりました。では、書けるものなら書いてください》

「は、はい……」

　というわけで、次の行から、史上初、蟻の戸渡りをネタにしたあとがきをお送りします。

　………………えー。

　その………。

　つまり……。

　なんというか……。

　あ、蟻の戸渡りも打ち付けると痛いよね。

　……うわ、こんなことしか書けねぇ……。
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